
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねえ、ジミーくん、話はなしがあるんだ」

　晴はれた日ひの午ご後ご。

　雷らい太たは白しろいロードバイクを押おしながら、後うしろを歩あるいているジミーに声こえをかけた。

　ジミーたちと旅たびをするようになって数すう日じつが過すぎた。

　その間あいだ、雷らい太たはずっとあることを考かんがえていた。

　それは、フシギの兄あに・マボロシのことだ。

「千せん野のマボロシは一いっ体たい何なに者ものなんだい？　フシギくんは、赤あかい手て帳ちょうを作つくったのは彼かれだと言いってたけど……」

　雷らい太たは直ちょく接せつフシギに聞ききたかったが、なかなか聞きけるような雰ふん囲い気きにならなかった。

　そのため、ジミーに聞きこうと思おもったのだ。

　すると、ジミーが口くちを開ひらいた。

「まず、言いえることは１つや」

「何なんだい？　もしかしてジミーくんは、僕ぼくが知しらない間あいだにフシギくんから何なにか聞きいたのかい？」

「そうやない。言いえることは、ジミーと呼よび捨すてで呼よばんようになったのは褒ほめてやるけど、ジミーくんやなくて、ジミーさんって呼よべってことや」

「はああ？」

　雷らい太たは、思おもわぬジミーの返へん答とうにあきれ顔がおになる。

「何なんや、そのそんなこと聞きいてへんわ～って顔かおは。あのなあ、俺おれは人じん面めん犬けんやけど、人にん間げんやったときはちゃんとした大人おとなやったんやで」

「ちゃんとした大人おとなねえ」

　雷らい太たは目めを細ほそめてジミーを見みた。

「ぬうう、そりゃあ不ふ規き則そくな生せい活かつはしてたし、お菓か子しも大だい好すきだったけど、ってか、雷らい太た、お前まえとはやっぱ気きが合あわんわ！」

「それは僕ぼくだって同おなじだよ」

　雷らい太たとジミーはいら立だちながら、互たがいにそっぽを向むいた。




「次つぎの町まちへ行いくよ」




　ふと、前ぜん方ぽうを歩あるいていたフシギが立たち止どまると、２人ふたりにそう言いった。

「この町まちには呪のろいのマークはなさそうなんか？」

「ああ、気け配はいは感かんじない」

「そうだね。よし、じゃあ気き合あいを入いれて、このまま次つぎの町まちへ行いこう！」

　雷らい太たとジミーは、フシギのそばに歩あゆみ寄よった。

　そんな２人ふたりを、フシギが見みた。

「さっきの話はなしだけど、別べつに話はなしたくないから話はなさないわけじゃない」

「えっ？　フシギくん、それって」

「もしかして、俺おれらの話はなし聞きいてたんか？」

　フシギは小ちいさくうなずいた。




「たしかに、僕ぼくは兄あにのことを思おもい出だした。だけど覚おぼえているのは、ヒミツと一いっ緒しょに並ならんで、彼かれに写しゃ真しんを撮とってもらったこと。そしてその後ご、彼かれがいい物ものを作つくったと言いって、赤あかい手て帳ちょうを渡わたしてきたことだけなんだ」




　それが、いつ、どこでの出で来き事ごとで、なぜマボロシが赤あかい手て帳ちょうを渡わたしたのかは分わからなかった。

「だからこれ以い上じょう、話はなすことは何なにもない」

　フシギは、赤あかい手て帳ちょうを取とり出だすと、挟はさんであったボロボロの写しゃ真しんを見みた。

　そこには、幸しあわせそうに手てをつなぐ、フシギとヒミツの姿すがたが写うつっている。
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「フシギくん……」

「フシギ……」

　つぶやく雷らい太たたちをよそに、フシギは手て帳ちょうをしまうと、そのまま歩あるき始はじめる。

　雷らい太たたちは、そんなフシギを追おって歩あるき出だすのだった。
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「へえ、友とも春はるくんって、前まえの学がっ校こうでレギュラーだったんだ」

　放ほう課か後ご。

　サッカー部ぶの部ぶ室しつで、中ちゅう学がく１年ねん生せいの森もり末すえ友とも春はるは、同どう級きゅう生せいで同おなじサッカー部ぶの安やす村むら善よし央おたちとしゃべっていた。

　親おやの転てん勤きんで引ひっ越こすことになり、２週しゅう間かん前まえからこの中ちゅう学がっ校こうに通かよっている。

　初はじめての引ひっ越こしだったのでいろいろと不ふ安あんだったが、クラスでもサッカー部ぶでもすぐに友とも達だちができ、友とも春はるは毎まい日にち楽たのしく学がっ校こう生せい活かつを送おくっていた。

「友とも春はるくんなら、ウチの学がっ校こうでも１年ねん初はつのレギュラーになれるかも」

　善よし央おがタオルで汗あせを拭ふきながら友とも春はるに言いう。

　今日きょうは１年ねん生せいと２年ねん生せいに分わかれて試し合あい形けい式しきの練れん習しゅうを行おこなったが、友とも春はるは２本ほんもシュートを決きめ、勝しょう利りに貢こう献けんしたのだ。

「レギュラーになれたらうれしいなぁ」

　友とも春はるは練れん習しゅうをするのはあまり好すきではなかったが、試し合あいに出でるのは大だい好すきだった。

　この学がっ校こうのサッカー部ぶは、前まえの学がっ校こうより上手うまい人ひとが少すくない。

　善よし央おの言いうように、レギュラーになれる確かく率りつは高たかそうだ。

　友とも春はるはワクワクしながら、練れん習しゅう用ようのユニホームからジャージに着き替がえようと、自じ分ぶんのロッカーへ向むかった。




「あれ？」




　部ぶ室しつには、いくつもロッカーがある。

　みな、自じ分ぶんのロッカーの前まえで着き替がえていたが、隅すみに置おかれているロッカーの前まえには誰だれもいなかった。

（そう言いえば、あのロッカーで着き替がえてる人ひと、今いままで一いち度ども見みたことないよね）

　友とも春はるはタオルで顔かおを拭ふいている善よし央おのほうを見みた。

「ねえ、あの隅すみのロッカーは誰だれが使つかってるの？」

「えっ！」

　すると途と端たんに善よし央おが顔かおをあげ、友とも春はるのほうを見みた。

　善よし央おだけではない。

　周まわりにいた部ぶ員いんたちも、友とも春はるを見みていた。

「ど、どうしたの??」

「友とも春はるくん、あのロッカーは絶ぜっ対たいに開あけちゃだめだ」

　善よし央おが真しん剣けんな表ひょう情じょうで言いう。




「あれは、呪のろわれた『開あかずのロッカー』なんだ！」




　善よし央おが言いうには、あのロッカーは鍵かぎが壊こわれていて開あきにくくなっているのだという。

「無む理りやり開あけると、開あけた人にん間げんも、その周まわりにいた人にん間げんも呪のろわれてしまうんだ」

「呪のろわれる？」

「うん。倒たおれて意い識しき不ふ明めいになって、そのうち死しんでしまうらしい」

「まさか。そんなことあるわけ──」

「それがあるんだよ」

　善よし央おは、怯おびえた表ひょう情じょうで友とも春はるに顔かおを近ちかづけた。

「10年ねん前まえにこの部ぶにいた先せん輩ぱいと、６年ねん前まえにいた先せん輩ぱいが、それぞれ興きょう味み本ほん位いであのロッカーを開あけたんだ。そうしたら、数すう日じつ後ごに原げん因いん不ふ明めいの病びょう気きにかかって本ほん当とうに死しんだんだって」

「そんな……」

　善よし央おの話はなしに、周まわりの部ぶ員いんたちも真面目まじめな顔かおでうなずく。

　どうやら、友とも春はるを怖こわがらせようとして噓うそを言いっているわけではないようだ。

　友とも春はるは、あらためて隅すみのロッカーを見みる。

　ロッカーには、『19』と番ばん号ごうが書かかれていた。

「呪のろい……」

　友とも春はるはごくりと唾つばを吞のみこむ。

　服ふくを着き替がえ終おわると、すぐに帰かえることにした。




（ほんとに呪のろいなんてあるのかな）

　帰かえり道みち。

　友とも春はるは道どう路ろを歩あるきながら、善よし央おの言いったことが気きになっていた。

（開あけたら、開あけた本ほん人にんだけじゃなくて周まわりの人にん間げんも呪のろわれちゃうなんて）

　部ぶ室しつにみんながいるときに開あけてしまうと、全ぜん員いん呪のろわれることになる。

（そんなロッカーだったら、捨すてちゃえばいいのに）

　友とも春はるはなぜ捨すてないのか疑ぎ問もんに思おもいながら、横おう断だん歩ほ道どうを渡わたろうとした。




「おい、友とも春はる」




　突とつ然ぜん、声こえがした。

　見みると、そばにサッカー部ぶの２年ねん生せい・水みず谷たに栄えい一いちが立たっていた。

「は、はい」

　水みず谷たには２年ねん生せいだが、今日きょうの試し合あい形けい式しきの練れん習しゅうでひとりだけ補ほ欠けつだった。

　存そん在ざい感かんも薄うすく、友とも春はるは今いままであいさつ以い外がい、まともに会かい話わをしたことがない。

「お前まえ、さっきの話はなし、本ほん気きにしてるの？」

「さっきの話はなしって」

「開あかずのロッカーのことだよ」

　どうやら、先さきほど善よし央おと話はなしをしていたとき、水みず谷たにも聞きいていたようだ。

「俺おれさ、お前まえたちが話はなしているのを聞きいて、思おもわず笑わらいそうになっちゃったよ。だって、開あかずのロッカーなんて、ただのデマだからな」

「デマって、噓うそってことですか？」

「ああ、俺おれの兄あに貴き、６年ねん前まえにサッカー部ぶにいてさ、それで19番ばんロッカーのこと聞きいたんだよ。そうしたら、あのロッカーは普ふ通つうに使つかってたし、開あけても誰だれも死しんだりしなかったらしいんだ」

「そうなんですか」

　開あかずのロッカーは単たんなる噂うわさのようだ。

　友とも春はるはそれが分わかり、少すこしだけホッとした。

　だが、そんな友とも春はるを見みて、水みず谷たには「そうだ」と声こえをあげた。




「今いまから、開あかずのロッカーを開あけてみようぜ」




「ええ、何なに言いってるんですか？」

「俺おれ、今こん週しゅう鍵かぎ当とう番ばんなんだよ」

　鍵かぎ当とう番ばんとは、部ぶ室しつの鍵かぎを管かん理りして、部ぶ員いんが来くる前まえに部ぶ室しつを開あける係かかりのことである。

「みんな、俺おれのことビビりって言いうんだけどさ、転てん校こう生せいのお前まえにまでそう思おもってほしくなくて」

「僕ぼく、別べつにそんな風ふうに思おもってませんよ」

「いいから行いこうぜ。ちゃんと確かく認にんしたほうがお前まえも安あん心しんできるだろ」

　水みず谷たには笑わらいながら、学がっ校こうへ引ひき返かえす。

　友とも春はるは帰かえりたかったが、断ことわることができず、水みず谷たにに付ついて行いくことにした。




「よし、電でん気きをつけろ」

　部ぶ室しつにやって来きた友とも春はるたちは、部へ屋やの照しょう明めいを点つけた。

　ほかの部ぶの部ぶ員いんたちはすでに帰かえっていて、部ぶ室しつ棟とうはシンと静しずまり返かえっている。

　友とも春はるは、部へ屋やの隅すみにポツンとある19番ばんロッカーを見みた。

「ほんとに開あけるんですか？」

「ビビってるのか？　情なさけない奴やつだな」

　水みず谷たにはそう言いうと、19番ばんロッカーに近ちかづいた。

　だが、その手ては震ふるえていた。

「もしかして怖こわいんですか？」

　友とも春はるもロッカーに近ちかづきながら、水みず谷たにに尋たずねる。

　それを聞きいた水みず谷たには、急きゅうに怒おこったような表ひょう情じょうになった。

「俺おれはビビってなんかねえよ」

　水みず谷たには大おおげさに胸むねを張はり、ロッカーの前まえに立たった。

「お前まえはそこで見みてろ。俺おれがロッカー開あけてやるよ」

　水みず谷たには、ロッカーのドアの取とっ手てに手てをかけた。

　そして、そのまま手てに力ちからを入いれた。




　ガタガタガタ




　ロッカーが大おおきな音おとを立たてる。

　しかし、ドアはなかなか開あかない。

「くそっ、堅かたいな」

　水みず谷たにはさらに力ちからを入いれ、取とっ手てを引ひっ張ぱった。




　ガタンッ




　ドアが勢いきおいよく開あいた。

　友とも春はると水みず谷たには同どう時じにロッカーの中なかを見みた。

「何なんだよ……」

　ロッカーの中なかには、何なにも入はいっていなかった。

「開あけたら周まわりも呪のろわれるって言いってたけど……」

　友とも春はるは自じ分ぶんの手てや身体からだを見みるが、とくに異い変へんはない。

　水みず谷たににも何なんの異い変へんもなかった。

「ふん、やっぱりただのデマだったってことだな」

「そ、そうですね」

　友とも春はるは思おもわず安あん心しんし、息いきを吐ついた。

「俺おれがビビりじゃないって分わかっただろ」

「はあ」

「１年ねんのみんなにも、俺おれが頼たよりになる先せん輩ぱいって言いっていいぜ」

「は、はあ」

　友とも春はるは自じ信しん満まん々まんの水みず谷たにに戸と惑まどいながらも、うなずくしかない。

　水みず谷たにはそんな友とも春はるを見みてうれしそうに笑わらうと、ロッカーのドアを閉しめた。

「さあ、帰かえろうぜ」

　水みず谷たには、部ぶ室しつの入いり口ぐちに向むかう。

「あ、はい」

　友とも春はるも水みず谷たにとともに部ぶ室しつを出でようとした。

　そのとき──、




　水みず谷たにが、入いり口ぐちで急きゅうに立たち止どまった。




「どうしたんですか？」

　水みず谷たには、友とも春はるのほうに顔かおを向むけた。

「あ、あ、ああ」

　その顔かおは、なぜか苦くるしそうだ。

「水みず谷たに先せん輩ぱい？」

「あ、がが、あ、あああ！」

　水みず谷たにはよろけながら、友とも春はるに手てを伸のばす。

　だが、その手てが友とも春はるに触ふれる前まえに、水みず谷たには崩くずれ落おちるように倒たおれた。

「水みず谷たに先せん輩ぱい!!」
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「ねえねえ、知しってる？　２年ねん生せいの水みず谷たにって人ひとが、部ぶ室しつで倒たおれたらしいよ」

「知しってる。開あかずのロッカーを開あけたんだろ？」

「やっぱり、あの噂うわさ本ほん当とうだったんだ」

「ああ。それにロッカー開あけたとき、１組くみの森もり末すえ友とも春はるって転てん校こう生せいもいたらしいぜ」




　翌よく日じつ。

　学がっ校こうでは、生せい徒とたちが昨日きのうの出で来き事ごとを噂うわさしていた。

　そんななか、友とも春はるはサッカー部ぶの顧こ問もん・多た田だ先せん生せいに、職しょく員いん室しつに呼よび出だされていた。

「水みず谷たには、昨日きのうからずっと意い識しき不ふ明めいの状じょう態たいだそうだ」

「そんな……」

　多た田だ先せん生せいが言いうには、病びょう院いんでくわしく調しらべたものの、原げん因いんは分わからないのだという。

「まさか、またこんなことが起おきるなんてな」

　多た田だ先せん生せいはふと、つぶやくように言いった。

　それを聞きき、友とも春はるはハッとなった。

「もしかして、前まえにも同おなじようなことがあったんですか??」

「え、あ、ああ」

　多た田だ先せん生せいは言いいにくそうな顔かおをしながら、ゆっくりと口くちを開ひらいた。

「10年ねんぐらい前まえ、ロッカーを開あけた生せい徒とが、突とつ然ぜん倒たおれてしまったんだ」

「10年ねん前まえ？　それって善よし央おくんが言いってたサッカー部ぶの先せん輩ぱいの話はなしってこと……？」

　６年ねん前まえの話はなしは噓うそだったが、10年ねん前まえには本ほん当とうに倒たおれた生せい徒とがいたのだ。

　しかし、多た田だ先せん生せいは「サッカー部ぶ？」と言いって首くびをかしげた。




「森もり末すえ、先せん生せいが言いっているのは、前まえにいた中ちゅう学がっ校こうのバレー部ぶの話はなしだぞ」




「えっ!?」

　10年ねん前まえ、多た田だ先せん生せいは違ちがう町まちの中ちゅう学がっ校こうで先せん生せいをしていた。

　そこのバレー部ぶの部ぶ員いんが、部ぶ室しつにあったロッカーを開あけて倒たおれてしまったというのだ。

「この学がっ校こうと同おなじように、そのロッカーも、呪のろわれた開あかずのロッカーって言いわれていたんだ。もちろんそんなものはただの噂うわさ話ばなしに決きまってる。だけど、この学がっ校こうでも同おなじようなことが起おきてしまうなんて」

　多た田だ先せん生せいはその理り由ゆうが分わからず、いら立だちながら頭あたまをかいた。

「あ、あの、倒たおれた生せい徒とは、その後あとどうなったんですか？」




「ああ。──亡なくなったよ。倒たおれた３日か後ごに」




「亡なくなった……」

　それを聞きき、友とも春はるは呆ぼう然ぜんとなってしまった。




（このままじゃ、水みず谷たに先せん輩ぱいは死しんじゃうってことだよね）

　職しょく員いん室しつから出でて来きた友とも春はるは、廊ろう下かを歩あるきながら焦あせる。

　同どう時じに、あることを思おもった。

　死しぬのは、水みず谷たにだけではないのだ。

（善よし央おくんが言いってたよね……、ロッカーを開あけたら、周まわりにいた人にん間げんも呪のろわれてしまうって）

　水みず谷たにがロッカーを開あけたとき、友とも春はるもそばにいた。

（このままじゃ、僕ぼくも）

「どうしよう」

　友とも春はるは目めに涙なみだを浮うかべてパニックになった。

　すると、前ぜん方ぽうから善よし央おが歩あるいて来きた。

（そうだ、善よし央おくんに相そう談だんすれば！）

　友とも春はるは、助たすけてもらいたい一いっ心しんで、善よし央おのほうへ駆かけ寄よろうとした。

　だが、善よし央おはそんな友とも春はるに気きづき、急きゅうに立たち止どまった。




「来こないで！」




　善よし央おは友とも春はるを見みて、完かん全ぜんに怯おびえている。

「ロッカーを開あけたとき、水みず谷たに先せん輩ぱいと一いっ緒しょにいたんだよね？　だったら友とも春はるくんも呪のろわれてるってことだよね??」

「そ、それは」

「僕ぼくまで呪のろわれたくない！」

　善よし央おは逃にげるように走はしり出だすと、自じ分ぶんの教きょう室しつに入はいってしまった。

「善よし央おくん……」

　周まわりを見みると、他ほかの生せい徒とたちも友とも春はるを見みて怯おびえている。

　そのなかには、同おなじクラスで仲なか良よくなった生せい徒とたちの姿すがたもある。

「みんな……」

　このままでは、水みず谷たにと同おなじように呪のろわれてしまう。

　そして、死しんでしまう。

「そんなの嫌いやだ！」

　友とも春はるは駆かけ出だすと、職しょく員いん室しつに戻もどった。




「部ぶ室しつの鍵かぎを貸かして下ください！」




　友とも春はるは多た田だ先せん生せいに詰つめ寄よる。

「どうしたんだ？」

「いいから早はやく！」

　戸と惑まどう多た田だ先せん生せいから鍵かぎを半なかば強ごう引いんに奪うばうと、友とも春はるはそのまま校こう舎しゃから飛とび出だした。




「全ぜん部ぶ、あのロッカーのせいだ！」




　19番ばんロッカーを破は壊かいするしかない。

（破は壊かいすれば、きっと呪のろいも消きえるはずだ！）

　そう思おもいながら、友とも春はるは部ぶ室しつ棟とうを目め指ざした。

　しかしそのとき、胸むねが急きゅうに苦くるしくなった。

「あがっ！」

　そのまま、その場ばにしゃがみ込こんでしまう。

「だ、誰だれか……」

　助たすけを呼よぼうとするが、大おおきな声こえが出でない。

「そ、んな、嫌いや、だ……」

　友とも春はるはそのままその場ばに倒たおれそうになってしまった。




「しっかりするんだ」




　誰だれかが友とも春はるのそばに駆かけ寄よって来きた。

　赤あかいフードをかぶった少しょう年ねん──フシギだ。

　横よこには、ジミーと雷らい太たもいる。

「開あかずのロッカーはどこにある??」

「ロッカーは……」

　友とも春はるは苦くるしみに耐たえながら、前ぜん方ぽうに見みえる部ぶ室しつ棟とうのほうを指ゆびさした。

「サッカー部ぶの、部ぶ室しつ……」

「分わかった」

　フシギは、雷らい太たに声こえをかける。

「彼かれを介かい抱ほうするんだ」

「あ、ああ、分わかったよ！」

　雷らい太たは友とも春はるに寄よりそう。

　フシギはそれを確かく認にんすると、ジミーとともに部ぶ室しつ棟とうへ走はしった。




「フシギ、ここがサッカー部ぶの部ぶ室しつや！」

　部ぶ室しつ棟とうのいちばん奥おくの部へ屋やに、『サッカー部ぶ』とプレートが取とり付つけられている。

　フシギはその部へ屋やのドアを開あけようとした。




　ガチャガチャ




　だが、部ぶ室しつのドアは鍵かぎがかかっていた。

「こうなったら窓まどを割わって入はいるしかないで！」

　ジミーはドアの横よこにある窓まどのほうを見みる。

　フシギは、近ちかくに落おちていた石いしを拾ひろい、その窓まどを割わろうとした。

　すると、２人ふたりのもとに雷らい太たが駆かけ寄よって来きた。

「鍵かぎならあるよ！」

　雷らい太たは部ぶ室しつの鍵かぎを見みせる。

「さっきの彼かれから借かりたんだ」

「借かりたって、お前まえあの子こを放ほうってきたんか？」

「そうじゃない。管かん理り人にんさんが通とおりがかったから任まかせたんだ」

　雷らい太たはフシギのほうを見みた。




「フシギくん、僕ぼくも力ちからになる。そのために、僕ぼくは君きみたちと一いっ緒しょに旅たびをしてるんだ」




　雷らい太たはそう言いうと、フシギに鍵かぎを差さし出だした。

　フシギはそんな雷らい太たをじっと見みつめる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、その鍵かぎを受うけ取とった。

「フシギくん！」

　フシギの態たい度どに、雷らい太たは笑え顔がおになる。

　フシギは鍵かぎを開あけ、部ぶ室しつに入はいった。

　雷らい太たとジミーもそれに続つづく。

　隅すみに、19番ばんロッカーがある。

「あれだ」

「よっしゃ！」

　ジミーはロッカーに近ちかづこうとした。

　その瞬しゅん間かん──、




　ガタガタガタッ




　突とつ然ぜん、19番ばんロッカーが揺ゆれ動うごいた。

「な、なんや？」

　ロッカーはさらに激はげしく揺ゆれ動うごく。

　そして、ドアが勢いきおいよく開あいた。




　アアアァァ




　うめき声ごえとともに、ロッカーの中なかから強つよい風かぜが吹ふいた。

「ぬあああ！」

　ジミーは吹ふき飛とばされ、床ゆかを転ころがる。

　一いっ方ぽう、雷らい太たはロッカーの中なかを見みて、目めを大おおきくした。

「何なんだ、あれは……」




　ロッカーの中なかに、真まっ暗くらな空くう間かんが広ひろがっていたのだ。




「下さがっているんだ」

　フシギは赤あかい手て帳ちょうを取とり出だすと、ロッカーに近ちかづく。

　手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえようとする。

　しかし、再ふたたびうめき声ごえとともに強つよい風かぜが吹ふいた。




　アアアァァアアア




　刹せつ那な、真まっ暗くらな空くう間かんから、何なにかが伸のびてきた。

　無む数すうの不ぶ気き味みな手てだ。

　その手てが、手て帳ちょうを持もったフシギの腕うでを掴つかんだ。

「くっ」

　その衝しょう撃げきで、フシギは手て帳ちょうを落おとしてしまう。

　不ぶ気き味みな手ては触しょく手しゅのように次つぎ々つぎとフシギの手て足あしを掴つかむ。

「ああっ」

「フシギ！」

　ジミーはフシギを助たすけようとしたが、それよりも早はやく雷らい太たが動うごいた。

「フシギくん！」

　雷らい太たは手て帳ちょうを拾ひろうと、フシギのそばまで走はしり、それを渡わたそうとした。




　ガシッ




　だが、寸すん前ぜんのところで不ぶ気き味みな手てに掴つかまれてしまった。

「は、離はなせ！」

　不ぶ気き味みな手てがさらに増ふえ、２人ふたりを掴つかむ。

「うわああ！」

　不ぶ気き味みな手ては２人ふたりをロッカーの中なかに引ひき込こもうとする。

「フシギ、雷らい太た！」

　ジミーは助たすけに行いこうとするが、またうめき声ごえとともに強つよい風かぜが吹ふいた。




「ぬあああ」




　ジミーは必ひっ死しに踏ふん張ばるが、フシギたちに近ちかづくことができない。

　フシギと雷らい太たは、ロッカーの中なかの暗くら闇やみに徐じょ々じょに埋うもれていく。

「フ、フシギくん……」

　雷らい太たは手て帳ちょうを持もった手てを動うごかそうとするが、まったく動うごかない。

「だめだ……」

　雷らい太たは悔くやしそうにそう言いった。




「あきらめるな」




　フシギはロッカーの中なかに引ひきずり込こまれながらも、必ひっ死しに手てを動うごかした。

　そして、雷らい太たを強つよく抱だきしめた。
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　バタンッ！




　次つぎの瞬しゅん間かん、ロッカーのドアが勢いきおいよく閉しまった。

「フシギ！　雷らい太た!!」

　ジミーはロッカーに駆かけ寄より、ドアを開あけようとするが、人じん面めん犬けんであるジミーには開あけることができない。

「開あけ！　開あくんや!!」

　ロッカーに体たい当あたりをするが、ドアは開あかない。

「フシギッ!!」

　ジミーは叫さけぶようにフシギの名なを呼よんだ。

　すると、ロッカーが光ひかりに包つつまれた。

「な、なんや??」

　ジミーが戸と惑まどっていると、ドアがゆっくりと開あく。




　中なかから、気き絶ぜつした雷らい太たを抱だいたフシギが現あらわれた。




「フシギ！」

　フシギは、雷らい太たが握にぎりしめている手て帳ちょうを見みつめた。

　手て帳ちょうは開ひらかれた状じょう態たいになっていた。

「中なかで呪じゅ文もんを唱となえたんだ」

「そうか、それで呪のろいのマークを回かい収しゅうしたってことなんやな！　よかった～！」

　ジミーは喜よろこび、身体からだをフシギの足あしにスリつける。

「う、う～ん」

　気き絶ぜつしていた雷らい太たも、目めを覚さました。

「え。ええっと……、どうなったの??」

「大だい丈じょう夫ぶ。もう終おわったよ」

　フシギはロッカーのほうを見みた。

　ロッカーは、何なんの変へん哲てつもないただのロッカーになっていた。
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　数すう日じつが過すぎた。

　友とも春はるは、退たい院いんした水みず谷たにと一いっ緒しょに登とう校こうしていた。

　友とも春はるも水みず谷たにも、フシギが呪のろいのマークを回かい収しゅうすることによって助たすかったのだ。

「そっか、あのロッカーは倉そう庫こにしまうことにしたのか」

　水みず谷たには、友とも春はるから19番ばんロッカーのことを聞きいていた。

「それで、その赤あかいフードの男おとこの子こは何なんて言いってたんだ？」

「たぶん、多た田だ先せん生せいのせいで、この町まちにあの呪のろいが生うまれたって言いってました」

　フシギは友とも春はるから、多た田だ先せん生せいが前まえの学がっ校こうで同おなじようなことがあったと言いっていたのを聞きいた。

　おそらく、多た田だ先せん生せいはこの学がっ校こうで、誰だれかにそのことを話はなしたのだろう。

　そのせいで、この町まちに本ほん来らいないはずの都と市し伝でん説せつが生うまれてしまったのだ。

「多た田だ先せん生せいが悪わるいってわけじゃないんですけどね……」

「ああ、たしかにそうだな」

　水みず谷たにはそう言いいながらも立たち止どまると、友とも春はるのほうを見みた。

「ごめん、ロッカーを開あけようなんて言いって」

　水みず谷たには、友とも春はるも呪のろいにかかってしまったことを知しり、反はん省せいしていたのだ。

「俺おれ、ビビりって思おもわれたくなかったんだ」

　水みず谷たには申もうし訳わけなさそうに頭あたまを下さげる。

　そんな水みず谷たにを見みて、友とも春はるは「大だい丈じょう夫ぶですよ」と言いった。

「怒おこってないです。先せん輩ぱいがよくなって、ほんとうれしいんですよ」

「友とも春はる……」

　水みず谷たにはホッとして笑えみを浮うかべる。

　友とも春はるも優やさしく笑わらった。

「だけど、もうあの都と市し伝でん説せつの噂うわさをしちゃだめですよ」

　友とも春はるは、フシギに言いわれたことを水みず谷たにに伝つたえることにした。




「都と市し伝でん説せつの話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」




　フシギは、友とも春はるにそう忠ちゅう告こくしたのだ。

「みんなにも、あの都と市し伝でん説せつのことは絶ぜっ対たいに言いわないようにって言いいました」

「ああ、そうだな。それがいちばんだよな」

　フシギが何なに者ものなのかは分わからないが、友とも春はるはその忠ちゅう告こくを守まもろうと思おもった。

　都と市し伝でん説せつの呪のろいは、時ときに死しを招まねく。

　友とも春はるは、二に度どとあのような恐きょう怖ふは体たい験けんしたくなかったのだ。

























　ある日ひの午ご後ご。

　畑はたけが点てん在ざいする田舎いなかの町まち。

　駅えき前まえから延のびた人ひと通どおりの無ないガランとした商しょう店てん街がいに、２人ふたりの少しょう年ねんと１匹ぴきの犬いぬがやってきた。

「なんか変へんやないか、ここ……」

　ジミーは見み回まわす。

「捺なつ奈なを捜さがす旅たびに出でてから、何なん度どか見みてきたよ。昔むかしは賑にぎわっていたけど、今いまは人ひとが減へってしまった商しょう店てん街がいだね。いわゆる『シャッター通どおり』ってやつだよ」

　訳わけ知しり顔がおで語かたった雷らい太たに、ジミーは首くびを横よこに振ふった。

「それは店みせが潰つぶれてる商しょう店てん街がいやろ。よく見みてみい、どこもシャッターは開あいてるで」

「え？」と雷らい太たはあらためて商しょう店てん街がいを見み回まわした。

　八百やお屋やの軒のき下したには新しん鮮せんな野や菜さいや果くだ物ものが並ならべられている。

　ハンバーグと寿司すしがメニューに並ならぶ定てい食しょく屋やの出で入いり口ぐちには『ランチタイム営えい業ぎょう中ちゅう』の札ふだ。

　そして、理り髪はつ店てんの赤あか、青あお、白しろのらせんのポールがくるくると回まわっている。

　人ひとの気け配はいは無ないが、店みせのシャッターが閉しまっているわけではない。

　今いまの今いままで店みせが開ひらいていたようだ。

　雷らい太たは不ふ安あんを覚おぼえた。

「ジミーくん、ここは変へんだぞ！」

「いやいや、最さい初しょに変へんって言いったのは俺おれやろ」

　そのとき、少すこし前まえを歩あるいていたフシギが、定てい食しょく屋やの中なかを窓まどガラスを通とおして見みつめ、口くちを開ひらいた。

「これは……」

「どうした、フシギ??」

　ジミーと雷らい太たの位い置ちからでは店てん内ないがよく見みえないので、２人ふたりは窓まどに駆かけ寄よる。

　だが、ジミーは背せ伸のびしても窓まど枠わくに届とどかず、中なかを見みることができない。

「雷らい太た、抱だっこしてくれ」

「ええ～？　嫌いやだよ。ジミーくん、意い外がいと重おもそうだもん」

「重おもくない。俺おれはけっこうスリムな人じん面めん犬けんや。ほらっ、早はやく」

「ああもう～」

　雷らい太たは呆あきれながら、ジミーを持もち上あげた。

「よっしゃ」

　ジミーは窓まどに書かかれた『定てい食しょく屋や・野の崎ざき』の文も字じ越ごしに店みせの中なかを覗のぞく。

　すると、すぐに目めを丸まるくした。

「どういうことや、これ……？」

「変へん、だよね……」

　雷らい太たも店みせの中なかを見みて戸と惑まどう。

　各おの々おののテーブルに食たべかけの料りょう理りが並ならんでいて、その前まえの椅い子すには衣い服ふくが置おいてあるのだ。

　白しろいシャツとズボン、もしくは女じょ性せい用ようシャツにスカートがセットになって置おかれている。

　しかも、椅い子すの下したには革かわ靴ぐつやハイヒールが転ころがっていた。

「食しょく事じをしようとしてた人ひとが、着きてたもんを残のこして、突とつ然ぜん消きえたように見みえるけど」
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「これは『夢ゆめのにらめっこ』の都と市し伝でん説せつだ」




　フシギが店みせの中なかを見みつめながら言いった。

「フシギくん、それはなんなの？」

「ダルマとにらめっこをして負まけると、その人ひとが消けされてしまうんだ」

「消けされてしまう？」

　その質しつ問もんにフシギは哀かなしい表ひょう情じょうをしただけだ。

　しかし、ジミーも雷らい太たもそれが答こたえだと理り解かいした。

「人ひとが消きえたのは、この店みせだけじゃない」

「なんやて？」

　ジミーは雷らい太たの腕うでから飛とび降おりると、雷らい太たと一いっ緒しょに商しょう店てん街がいの店みせを見みて回まわった。

　理り髪はつ店てんの椅い子すに置おかれた衣い服ふくと、周しゅう囲いに散ちったカットされた髪かみ。

　書しょ店てんの通つう路ろに落おちた学がく生せい服ふくや鞄かばん。

　花はな屋やのレジの前まえに落おちた女じょ性せいの衣い服ふくとハンドバッグの前まえには、買かったばかりと思おもえる花はな束たば。

「そんな……」

　ジミーと雷らい太たは怯おびえた。

「おそらくあの定てい食しょく屋やで誰だれかが噂うわさをしたんだ。それがあいつを復ふっ活かつさせてしまった。でも、まだ間まに合あう」

　フシギは手て帳ちょうを握にぎりしめると、周しゅう囲いを鋭するどい目めつきで見み回まわした。
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「ツバサくんとノリくんが消きえたって、どういうこと？」

　学がっ校こう帰がえりの小しょう学がく６年ねんの野の崎ざき千ち佳か子こは、小しょう学がく３年ねんの弟おとうと、允みつるの話はなしに不ふ安あんになった。

　ツバサくんとノリくんとは、千ち佳か子こもよく知しる允みつるの親しん友ゆうの男おとこの子こたちだ。

「だから、２人ふたりとも消きえちゃったんだよ！」

　允みつるは泣なきじゃくりながら姉あねに答こたえた。

　町まちはずれの林はやしの中なかにある『子こ供ども広ひろ場ば』で３人にんは遊あそんでいたらしい。

　千ち佳か子こは一いっ緒しょに下げ校こうしてきた桑くわ原はらひな乃のを見みた。

「ひな乃の、どうしよう？」

「千ち佳か子こ、広ひろ場ばに行いってみようよ」

「だけど、誰だれか大人おとなに相そう談だんした方ほうがいいと思おもう」

「でも、先さきに確たしかめようよ。一昨日おととい、千ち佳か子このお店みせで私わたしが話はなした事ことを覚おぼえてるでしょ？」

　千ち佳か子こはひな乃のが教おしえてくれた話はなしを思おもい出だした。

　確たしかに先さきに確たしかめた方ほうが良よさそうだと思おもった。

「そうだね」

　千ち佳か子こは泣なきじゃくる弟おとうとの両りょう肩かたをつかんで、その目めをまっすぐに見みた。

「お姉ねえちゃんの言いうことをよく聞ききなさい。私わたしたちはツバサくんとノリくんのところに行いってみるからね。允みつるは家いえに帰かえりなさい」

　允みつるは姉あねの真しん剣けんな眼まな差ざしと強つよい語ご気きに泣なき止やんで「うん」とうなずいた。

　允みつるは、畑はたけの向むこうにある住じゅう宅たく街がいに向むかって走はしり出だした。

　それを見み届とどけると千ち佳か子ことひな乃のは、林はやしに入はいっていった。
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　林はやしの中なかの道みちを歩あるく千ち佳か子こはひな乃のに疑ぎ問もんをぶつけた。

「だけど、ひな乃のがネットで見みつけた話はなしって、夢ゆめの話はなしでしょ？」

「うん。夢ゆめの中なかに出でてきたダルマとにらめっこをして、負まけると消けされちゃう」

「それが現げん実じつになるなんてありえないよ」

「そうだけど……」

　ひな乃のは、心しん配ぱいだった。

『広ひろ場ば』というのは、昔むかし、建けん設せつ業ぎょう者しゃの資し材ざい置おき場ばだった場ば所しょだ。

　建けん設せつ業ぎょう者しゃが手て放ばなしたので、今いまは子こ供どもたちが遊あそぶのに丁ちょう度どいい場ば所しょになっている。

　広ひろ場ばは土つちがならされただけの空くう間かんで、その奥おくに小ちいさなプレハブの小こ屋やが建たっている。

　建けん設せつ業ぎょう者しゃが片かた付づけるのを忘わすれているらしい。

　２人ふたりはそこにたどり着つくと早さっ速そく、允みつるの友とも達だちの名な前まえを呼よんだ。




「ツバサくん！　ノリくん！」




　だが、返へん事じは無ない。




「ツ・バ・サ・くん！　ノ・リ・くん！」




　更さらに大おおきな声こえで呼よんでみた。

　やはり返へん事じは無ない。

　２人ふたりは広ひろ場ばに入はいっていった。

　ひな乃のは何なにかを見みつけてプレハブの小こ屋やの方ほうに向むかった。

「何なにあれ!?」

「え？」

　千ち佳か子こはひな乃のに駆かけ寄よった。

　小こ屋やに近ちかづいた２人ふたりは地じ面めんを見みおろす。

　そこには男おとこの子このシャツとズボンとスニーカーが２人ふたり分ぶん落おちていた。

「ねぇ、允みつるくんの友とも達だちの１人ひとりは黒くろ縁ぶちのメガネをかけてて、もう１人ひとりはオレンジのキャップをかぶってるの？」

　ひな乃のの質しつ問もんを聞きいた千ち佳か子こはゾッとした。

「まさか……？」

　千ち佳か子こは地じ面めんに落おちている物ものをしっかり見みつめた。

　一いっ方ぽうのシャツの上うえに黒くろ縁ぶちのメガネがあり、もう一いっ方ぽうのシャツの上うえにはオレンジのキャップが置おいてある。

「そんなっ！　ツバサくんのメガネにノリくんのキャップよ」

　千ち佳か子この口くちから思おもわず声こえが漏もれた。

　２人ふたりの背せ中なかを冷つめたい恐きょう怖ふが走はしった。

「うそぉ！　私わたしが話はなした都と市し伝でん説せつが本ほん当とうになってるの？」

　ひな乃のは混こん乱らんして顔かおを覆おおって泣なき出だした。

「なに言いってるの！　なにかの勘かん違ちがいだよ。とにかく、家いえに帰かえろう」

　千ち佳か子こにも勘かん違ちがいとは思おもえなかったが、今いまはそう言いうしかないと思おもった。

　千ち佳か子こはひな乃のの腕うでを引ひいた。




　あっぷっぷ




　どこかから微かすかな声こえが聞きこえた気きがした。

「今いまのなに？」

　千ち佳か子こは思おもわずつぶやいた。




　あっぷっぷ




　さっきよりも大おおきな声こえが聞きこえた。

「やっぱり、聞きこえる、男おとこの人ひとの声こえが！」

　千ち佳か子こは怖こわくなってひな乃のに尋たずねる。

「男おとこの人ひとの声こえが聞きこえたよね？」

　しかし、泣ないているひな乃のは首くびを横よこに振ふるだけだ。




　あっぷっぷ！




　今こん度どははっきりと男おとこの声こえが林はやしの奥おくから聞きこえた。

「え!?」

　千ち佳か子こもひな乃のも立たち止どまってうす暗ぐらい林はやしの藪やぶを見みつめた。

　その途と端たん──、




　ザバッ!!




　藪やぶの中なかから大おおきなボールのような物ものが飛とび出だしてきた。

「キャァー!!」

　２人ふたりはビックリして腰こしを抜ぬかした。







　ドッスーーンッッ！







　地じ面めんに尻しりもちをついた２人ふたりの目めの前まえに、大おおきなボールのような物ものが落おちた。




　ボワッァァァ！




　土つち煙けむりが舞まいあがった。

　大おおきな物ものが勢いきおいよく土つちの地じ面めんに落おちたからだ。

「いやぁぁぁ！」

　悲ひ鳴めいを上あげる２人ふたりを土つち煙けむりが包つつむ。

「助たすけてぇ！」

　２人ふたりは逃にげだそうとしたものの、前まえが見みえず咳せき込こんで足あしがもつれる。

　立たとうとしても恐きょう怖ふでうまく立たてない。

　千ち佳か子こがふり返かえると、土つち煙けむりがおさまってきた。

　大おおきなボールのような物ものの全ぜん体たいが見みえてくる。

　それは──、




「ダ、ダルマ!!」
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　千ち佳か子この声こえに、ひな乃のもふり返かえった。




「いやぁぁぁ！」




　２人ふたりはあまりの事ことに混こん乱らんして、逃にげることさえ忘わすれていた。

　這はったまま目めの前まえにいる巨きょ大だいなダルマを見み上あげることしかできない。

　すると巨きょ大だいなダルマの顔かおがこちらをにらんだ。

　普ふ通つうのダルマの顔かおだが、異い様ようなほどに大おおきい。

「「ひぃぃぃッ！」」

　２人ふたりは引ひきつった悲ひ鳴めいを上あげた。

　巨きょ大だいなダルマのしわがれた声こえが響ひびく。

　それはまるで地じ獄ごくの地じ鳴なりようだ。




　にらめっこしましょ！　あっぷっぷ！
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「ねぇ、允みつる。もう少すこしお母かあさんに分わかるように説せつ明めいしてよ！」

「だから、ツバサくんとノリくんが消きえちゃったんだよ。それで、お姉ねえちゃんが見みに行いってくるってなったの！」

　允みつるは同おなじ事ことを何なん度ども伝つたえているので、いら立だっていた。

　でも、いら立だっているのは允みつるの母はは親おやも一いっ緒しょだった。

　ちょっとした用ようがあって父ちち親おやの職しょく場ばに電でん話わを入いれたのだが、全まったく連れん絡らくが付つかないのだ。

　そこで、職しょく場ばに行いってみようと玄げん関かんに出でたら、允みつるが帰かえってきた。

　そして、この理り解かいできない話はなしになった。

「何なん度ど聞きいても分わからない。いいわ、お母かあさんはお父とうさんのことも心しん配ぱいなの。広ひろ場ばよりも商しょう店てん街がいのお父とうさんの定てい食しょく屋やの方ほうが近ちかいから、走はしって見みてくるからね。その間あいだ、允みつるは家いえで留る守す番ばんをしてくれる？」

「うん、分わかった」

　允みつるはうなずいた。




「お母かあさんも家いえにいた方ほうが良いい」




　家いえの前まえの道どう路ろに赤あかいフードの少しょう年ねんが立たっていた。

　脇わきには白しろいフードの少しょう年ねんがいて、黄き色いろいフードの犬いぬを連つれている。

「あなた、誰だれ？　千ち佳か子このお友とも達だち？」

　母はは親おやは奇き妙みょうに思おもって尋たずねた。

「商しょう店てん街がいに行いくのも広ひろ場ばに行いくのも危き険けんだ。家いえにいた方ほうが良いい」

「ね、あなた誰だれなの？　商しょう店てん街がいも広ひろ場ばも危き険けんってどういうこと？　くだらない冗じょう談だんに付つき合あってる暇ひまはないのよ！」

　母はは親おやはフシギや雷らい太たを押おしのけて外そとに出でようとする。




「フシギの話はなしを聞きいておいた方ほうがええ！」




　母はは親おやは足あし下もとを見みおろした。

　声こえが下したから聞きこえたからだ。

「信しんじられないことがこの町まちで起おきてるで。出でかけるのは止やめるんや」

　ジミーに話はなしかけられた母はは親おやは口くちをあんぐりと開あけて震ふるえだした。

「い、犬いぬがしゃべってる！」

「違ちがう！　俺おれは犬いぬやない！」

「い、犬いぬが、しゃ、しゃ……」

　母はは親おやはショックのあまり、「ああ」と倒たおれ込こんでしまった。

「お母かあさん！」

　駆かけ寄よってきて母はは親おやを支ささえる允みつるにフシギが話はなしかける。

「お母かあさんを守まもってくれるね？」

「うん、もちろんだよ」

　フシギはそれを聞きき、允みつるに優やさしい表ひょう情じょうを見みせると、ジミーに顔かおを向むけた。

「キミのおかげで彼かの女じょを説せっ得とくする手て間まが省はぶけたよ」

「え、あ、なんかあんまりうれしくないけどな」

「とにかく、広ひろ場ばに急いそごう」

　歩あるき出だすフシギに、ジミーが続つづく。

　そんな２人ふたりを雷らい太たはじっと見みつめていた。

「どうしたんや、雷らい太た。行いくで」

「あ、ああ」

　雷らい太たはあわてて２人ふたりを追おった。
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「にらめっこをして、私わたしたちが勝かったら逃にがしてくれるんですね？」

　千ち佳か子こは巨きょ大だいなダルマを目めの前まえにして震ふるえながら問といかけていた。

「そうだ。だが、笑わらったら負まけじゃない。怯おびえたら負まけだ」

「怯おびえたら負まけ……？」

「俺おれが怯おびえて逃にげ出だしたら、お前まえらの勝かちだ」

「でも、私わたしたちが怯おびえて逃にげ出だしたら……？」

　巨きょ大だいなダルマは説せつ明めいするまでもないとプレハブ小ご屋やの近ちかくの男おとこの子この２人ふたり分ぶんの衣い服ふくを見みた。

　千ち佳か子こもその意い味みはすぐに理り解かいした。




「ぶぅわ、ははははっ！　ははははっ！」




　地じ獄ごくの底そこから湧わき上あがってくるような笑わらい声ごえ。

　あまりの不ぶ気き味みさに、千ち佳か子こは耳みみを塞ふさごうとした。




「私わたし、やる！」




　ひな乃のが挑ちょう戦せんすると言いって、巨きょ大だいなダルマの前まえに出でて行いった。

（止やめなよ！）

　千ち佳か子こは心こころの中なかで叫さけんだが、口くちには出だせなかった。

　ひな乃のがやらなければ、自じ分ぶんが一いち番ばんにやらないといけないのだ。

「おお、そうか。よし、じゃ、俺おれとにらめっこだ」

「私わたし、負まけないわ！」

　ひな乃のが巨きょ大だいなダルマの前まえで仁に王おう立だちになった。

　巨きょ大だいなダルマがにらめっこの決きまり文もん句くを唱となえはじめる。




「ダルマさん、ダルマさん、にらめっこしましょ。怯おびえたら負まけよ、あっぷっぷ」




　ひな乃のは精せい一いっ杯ぱいの恐おそろしい顔かおをして唸うなる。

「ぐぅぅぅぅ！」

　目めを白しろ黒くろさせて、両りょう手てを上あげて熊くまが人ひとを襲おそうようにユラユラと揺ゆれた。

　一いっ方ぽう、巨きょ大だいなダルマは顔かお色いろを変かえずに冷れい静せいにひな乃のを見みている。

「ぐぅぅぅぅぅ！　うがぁぁぁぁ！」

　ひな乃のは渾こん身しんの力ちからで恐おそろしい顔かおを作つくろうとする。

　すると、巨きょ大だいなダルマが小ちいさく揺ゆれ出だした。

　突とつ然ぜん、おぞましい奇き妙みょうな叫さけび声ごえをあげる。




「怒どぉぉぉぉ！」




　それはこの世よならざる者ものの顔かお。

　血ち走ばしった目め。

　カビの生はえた食しょくパンのような顔かお色いろ。

　刃やいばのような歯はが上じょう下げに並ならんだ口くち。

　ひな乃のはあまりの恐きょう怖ふに息いきを吞のんだ。

　そして、絶ぜっ叫きょうする。




「ぎゃぁぁぁあああああ！」




　ひな乃のは巨きょ大だいなダルマに背せを向むけて走はしり出だしてしまった。

　すると、巨きょ大だいなダルマの顔かおは元もとに戻もどり、にっこりと笑わらった。

「お前まえの負まけだ」

　しわがれた不ぶ気き味みな声こえが楽たのしげに告つげる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、走はしっていたひな乃のが転ころんだ。

　そして、立たち上あがろうとするのだが──、




　ボンッ！




　鈍にぶい音おとと共ともにひな乃のの身体からだが煙けむりのように消きえて、衣い服ふくだけが地じ面めんに残のこった。

「ひな乃のちゃん！」

　パニックになる千ち佳か子こにおぞましい声こえが届とどく。




「お前まえの番ばんだ！」




　千ち佳か子こは「ひぃぃぃ！」と這はいながら逃にげ出だした。

　それを見みた巨きょ大だいなダルマはにっこりと笑わらう。

「逃にげるなら、すぐに消けすぞ」

　巨きょ大だいなダルマは千ち佳か子こを楽たのしげににらんだ。




「そこまでだ！」




　這はっていた千ち佳か子この目めの前まえに、靴くつ紐ひもを編あみ上あげたブーツがあった。

「た、助たすけてください！」

　千ち佳か子こは見み上あげる。

　千せん野のフシギだ。

　隣となりにはジミーと雷らい太たがいる。

「滅めっせよ！」

　雷らい太たがお札ふだを手てにした。

「この相あい手てにそんなもんは効きかへんで。フシギ、手て帳ちょうや」

　ジミーは声こえをかけたが、フシギは巨きょ大だいなダルマを見みつめるだけだ。

「フシギ、どないしたんや？」

「呪のろいのマークがどこにあるか分わからない」

「え？　こいつにマークがないんか？」

「ないわけじゃない。一いっ気きに沢たく山さんのにらめっこに勝かったので大おおきくなりすぎて、マークが身体からだの奥おくにもぐってしまったんだ」

　そんなやり取とりをしているフシギたちを巨きょ大だいなダルマがにらみつける。




「何なに者ものだか知しらないが、ここに来きたからには俺おれとにらめっこをしろ！」




　ジミーがフシギを見みた。

「フシギ、どないする？」

「呪のろいのマークが見みつからないと、こいつを回かい収しゅうできない。にらめっこで勝かつしかない。勝かてば呪のろいのマークを見みつけられて、消きえた人にん間げんたちも元もとに戻もどるはずだ」

「にらめっこで、こいつに勝かつやて？」

　巨きょ大だいなダルマを見み上あげたジミーはおののく。

　噴ふん火か寸すん前ぜんの山やまを目めの前まえにしたような気き分ぶんだ。




「今こん度どは僕ぼくがフシギくんを助たすける番ばんだ！」




　雷らい太たが一いっ歩ぽ前まえに出でた。

「雷らい太た！　この前まえはフシギに助たすけられたからって、無む理りはあかんで！」

「無む理りじゃない。僕ぼくはにらめっこには自じ信しんがあるんだ」

　雷らい太たは巨きょ大だいなダルマに向むかってズンズンと進すすみ、目めの前まえで立たち止どまった。

「さあ、にらめっこをしよう！　この巨きょ大だいダルマめ！」

　雷らい太たはすごい形ぎょう相そうでダルマをにらみつけた。

　すると、巨きょ大だいなダルマの顔かおが鬼おにになり、おぞましい言こと葉ばを叫さけんだ。




「怒どぉぉぉぉ！　凶きょうぅぅぅぅ！」




　恐きょう怖ふで雷らい太たの口くちから心しん臓ぞうが出でそうになる。

「わぁぁぁ、怖こわいよぉぉ!!」




　ボンッ！




　鈍にぶい音おとと共ともに雷らい太たの身体からだが煙けむりのように消きえて、白しろいフードが地じ面めんに落おちた。

「雷らい太たぁ!!」

　唖あ然ぜんとしたジミーは、怯おびえつつ覚かく悟ごを決きめた。

「こ、この、巨きょ大だいダルマ！　お前まえなんかちっとも怖こわくあらへんで！　今こん度どはこの人じん面めん犬けんのジミー様さまが、ジ、ジミー様さまが──」




「僕ぼくがやる」




　フシギが言いった。

「フシギに怖こわい顔かおなんかできるんか??」

　ジミーは戸と惑まどうが、フシギは巨きょ大だいなダルマをじっと見みつめた。

「いいだろう」

　巨きょ大だいなダルマはにっこりとほほ笑えんで、お決きまりのフレーズを唱となえはじめる。




「ダルマさん、ダルマさん、にらめっこしましょ。怯おびえたら負まけよ、あっぷっぷ」




　次つぎの瞬しゅん間かん、ダルマの顔かおは地じ獄ごくで生うまれた悪あく魔まの顔かおになった。

　そして、不ぶ気き味みでおぞましい意い味み不ふ明めいの言こと葉ばを叫さけぶ。




「怒どぉぉぉぉ!!　凶きょうぅぅぅ！　災わざわぃぃぃ！　禍かぁぁぁ！」




「うあぁぁ！」

　脇わきで見みていたジミーと千ち佳か子こが恐きょう怖ふで顔かおを覆おおった。

　しかし、フシギは動どうじない。




「僕ぼくは絶ぜっ対たいにお前まえを回かい収しゅうする」




　次つぎの瞬しゅん間かん、フシギはダルマを静しずかににらんだ。

　顔かおを歪ゆがめたり、唸うなったりはしなかった。

　フシギはただただ真しん剣けんに巨きょ大だいなダルマをにらみつける。

　そして、ダルマに向むかって歩あるき始はじめた。




　タッ……、タッ……、タッ……、タッ……




　フシギはダルマに向むかって真まっ直すぐ歩あるく。

　その迫はく力りょくにダルマはたじろく。

　フシギはジリジリと迫せまる。




「怒どぉぉぉぉ！　殺さつぅぅぅぅ！　忌きぃぃぃぃ！　妬やぁぁぁぁ！」




　ダルマは再ふたたびおぞましい叫さけび声ごえをあげた。

　口くちの中なかの刃やいばのような歯はがむき出だしになる。
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　だが、フシギは顔かお色いろひとつ変かえずにダルマに迫せまっていく。




　タッ……、タッ……、タッ……、タッ……




　混こん乱らんしたダルマは口くちを大おおきく開あけた。

「ぐわっ！」

　そして、フシギに噛かみつこうとするが──、




「お前まえの負まけだ！　にらめっこは相あい手てに手てを出ださないのがルールだ。お前まえは自みずからルールを破やぶった！」




　その途と端たん、巨きょ大だいなダルマはブルブルと震ふるえだした。

「俺おれが負まけるなんて!?」

　ダルマは激はげしくグラグラと揺ゆれた。

　そして──、




　ボ、ボ、ボォォォンッ!!




　巨きょ大だいなダルマは一いっ瞬しゅんにして煙けむりとなって消きえた。

　コロンッ！

　フシギの足あし下もとに小ちいさなダルマが転ころがってきた。

　その身体からだに呪のろいのマークが浮うかんでいた。

「元もと々もとはこんなだったんだな」

　フシギは手て帳ちょうを開ひらき、ダルマに浮うかんだマークの上うえにかざすと、呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、マークがキラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　瞬しゅん間かん、ダルマが消きえた。

「やったな、フシギ！」

　ジミーが笑え顔がおで声こえをかける。

「巨きょ大だいダルマめ！　どこに消きえた？　そうか、僕ぼくは勝かったんだな！」

　フシギとジミーの背はい後ごで、元もとに戻もどった雷らい太たがトンチンカンに喜よろこんでいる。

「あのなあ、お前まえはダルマに負まけて消けされてたんやで」

「え？　そうだったの??」

　それを聞きき、雷らい太たはガックリと肩かたを落おとした。

　一いっ方ぽう、ひな乃のたちも元もとに戻もどった。

「允みつるくん、どこ!?」

「僕ぼく、ここで何なにしてたんだっけ？」

「え？　私わたし？　巨きょ大だいなダルマは??」

　地じ面めんに倒たおれていたひな乃のが周しゅう囲いを見み回まわしている。

「ひな乃の！　良よかった！　良よかった！」

　千ち佳か子こは泣なき笑わらいでひな乃のに駆かけ寄よって抱だきついた。

　ひな乃のは周しゅう囲いを見み回まわす。

「皆みんな、助たすかったの？」

「その男おとこの子こが助たすけてくれた……」

　千ち佳か子こがフシギを見みた。

「皆みんな、無ぶ事じだ、安あん心しんしていい」

　フシギは素そっ気けなく言いう。

「私わたし、ネットで『夢ゆめのにらめっこ』の話はなしを見みつけて、千ち佳か子このお店みせで話はなしをしたんです。そのせいでこんな事ことになったのでしょうか？」

　ひな乃のの言こと葉ばに、フシギはかすかにうなずいた。

「都と市し伝でん説せつの話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」

　そう言いうと、フシギは歩あるき出だす。

　その後うしろに、ジミーも付ついて行いく。

　そんな２人ふたりを、雷らい太たは見みつめていた。

「まさかダルマに消けされてたなんて。……僕ぼくだって、僕ぼくだって」

　雷らい太たは苦にが々にがしい表ひょう情じょうをしながら、ゆっくりと歩あるいて行いくのだった。

























「なあ、今日きょうの康こう太た郎ろうくん、変へんだと思おもうんだ」

　日にち曜よう日びの午ご後ご。

　小しょう学がく５年ねん生せいの前まえ橋ばし忠ただ司しは、クラスメイトの久ひさ本もと優ゆうとともに、幸ゆき村むら康こう太た郎ろうの家いえに遊あそびに来きていた。

「優ゆうくん、何なにが変へんだっていうの？」

「いつもの康こう太た郎ろうくんと違ちがうような感かんじがするんだ」

「どういうこと？」




「康こう太た郎ろうくんだけど康こう太た郎ろうくんじゃない。別べつ人じんのような気きがするんだよ」




「ええ??」

　康こう太た郎ろうの両りょう親しんは仕し事ごとに出でていて、家いえには忠ただ司したち３人にんしかいなかった。

　先さきほどまで、リビングで一いっ緒しょにゲームをしていた。

　康こう太た郎ろうはお腹なかが減へり、お菓か子しを取とりにキッチンへ行いった。

　すると、優ゆうが急きゅうにそんなことを言いい出だしたのだ。

「別べつ人じんって、どこからどう見みても康こう太た郎ろうくんだよ？」

　今日きょう遊あそんでいる康こう太た郎ろうは、いつも学がっ校こうで会あっている康こう太た郎ろうとまったく同おなじだ。

　だが、優ゆうは首くびをひねり、納なっ得とくしていないようだった。

「どこが別べつ人じんみたいだと思おもったの？」

「具ぐ体たい的てきにどこって言いわれても説せつ明めいはできないんだけど」

　そのとき、ペットの猫ねこのマロンが２人ふたりのそばにやって来きた。




「そうだ。マロンだ。マロン、今日きょうの康こう太た郎ろうくんには全ぜん然ぜん懐なついてなかったよね」




　マロンは、康こう太た郎ろうが公こう園えんに捨すてられていたのを拾ひろってきた猫ねこだ。

　子こ猫ねこのときからいつも一いっ緒しょにいて、康こう太た郎ろうにすごく懐なついている。

「そう言いわれればたしかに……」

　今日きょう、リビングでゲームをしているとき、マロンは部へ屋やの隅すみに隠かくれるように身みを縮ちぢめていた。

「いつもなら、すぐに寄よって来くるのに変へんだろ？」

「それはそうだけど」

　忠ただ司しはマロンを見みながら、「う～ん」とうなった。

「だけどやっぱり、別べつ人じんなんてありえないよ。マロンは眠ねむくて隅すみにいただけだと思おもうよ」

　別べつ人じんなんてありえない。

　康こう太た郎ろうに双ふた子ごの兄きょう弟だいがいれば別べつだが、彼かれは一人ひとりっ子こだ。

「康こう太た郎ろうくんは康こう太た郎ろうくんだよ」

　忠ただ司しはそう言いうと、トイレに行いくためにリビングを出でて行いった。




（優ゆうくんって、時とき々どきおかしなことを言いうよね）

　先せん日じつも、優ゆうは登とう校こう中ちゅうにＵＦＯユーフォーを見みたと言いって、朝あさから教きょう室しつで大おお騒さわぎをしていた。

（だいたい、康こう太た郎ろうくんが別べつ人じんなら、どうして僕ぼくたちのことを知しってるんだよ）

　ゲームで遊あそびながら、康こう太た郎ろうは普ふ通つうに忠ただ司したちとクラスメイトたちのことを話はなしていた。

　別べつ人じんだったとしたら、クラスメイトのことを知しっているはずがないのだ。

　忠ただ司しは優ゆうに呆あきれながら、廊ろう下かの角かどを曲まがった。

　ドンッ




　突とつ然ぜん、誰だれかとぶつかった。

　見みると、康こう太た郎ろうが目めの前まえで尻しりもちをついていた。

「わ～、ごめん、康こう太た郎ろうくん大だい丈じょう夫ぶ??」

「うん、大だい丈じょう夫ぶだよ。こっちこそごめんね。ちゃんと前まえ見みてなかったよ」

　康こう太た郎ろうは笑わらいながら立たち上あがった。

　怪け我がはしていないようだ。

　忠ただ司しはホッとするが、康こう太た郎ろうの顔かおを見みてギョッとした。




　康こう太た郎ろうの顔かおが、マスクをかぶっているかのように、わずかにズレていたのだ。




「ひっ」

「どうしたの、忠ただ司しくん？」

「え、あ、ううん、な、何なんでもないよ！」

　忠ただ司しはトイレに行いくのをやめて、あわててリビングに駆かけ戻もどった。




「大たい変へんだ！　康こう太た郎ろうくんは康こう太た郎ろうくんじゃなかった！」

　忠ただ司しは今いま見みた出で来き事ごとを優ゆうに話はなした。

「マスクをしてた？　マスクって風か邪ぜをひいた時ときとか、予よ防ぼうとかに着つけるやつだよね??」

「そうじゃないよ！　変へん装そう用ようのラバーマスクだよ。そのマスクがズレてたんだ！」

「ええ??　それで康こう太た郎ろうくんはどこにいるの？」

「ええっと」

　リビングには来きていなかった。

「まだ、廊ろう下かにいるのかも」

「何なに者ものなのか確たしかめなきゃ」

「えっ!?」

　怯おびえる忠ただ司しをよそに、優ゆうはリビングのドアのほうへ歩あるき出だした。

「確たしかめるって、僕ぼく怖こわいよ」

「僕ぼくだって怖こわいよ。だけど、康こう太た郎ろうくんが康こう太た郎ろうくんじゃなかったら大たい変へんなことだろ」

　優ゆうは、リビングのドアを開あけ、廊ろう下かに出でた。

「あ、ちょっと」

　忠ただ司しも怯おびえながらも後あとに続つづき、廊ろう下かを見みる。

　しかし、康こう太た郎ろうの姿すがたはない。

　２人ふたりは廊ろう下かの角かどまで歩あるくと、その先さきを見みるが、やはり康こう太た郎ろうはいない。

「キッチンにいるのかも」

　康こう太た郎ろうはお菓か子しを取とりに行いっているはずだ。

　キッチンは、廊ろう下かを曲まがった端はしにある。

　優ゆうと忠ただ司しはキッチンに近ちかづき、中なかを確かく認にんした。

　だが、キッチンにも康こう太た郎ろうはいなかった。

「どこに行いったんだ……？」

　優ゆうがつぶやきながら前まえを見みていると、廊ろう下かの先さきから声こえが聞きこえた。




「も～お、困こまるなあ」




　康こう太た郎ろうの声こえだ。

　声こえは、洗せん面めん所じょから聞きこえているようだ。

　優ゆうと忠ただ司しは息いきを殺ころして洗せん面めん所じょに近ちかづき、恐おそる恐おそる中なかを覗のぞき込こんだ。

「あ～あ、どうしよう」

　康こう太た郎ろうは、鏡かがみを見みながら独ひとり言ごとを言いっている。

「これ、直なおしにくいんだよねえ」

　鏡かがみに顔かおを近ちかづけている。

　そしておもむろに、両りょう手てで顔かおを触さわった。

「まさか、ズレちゃうなんてねえ」




　ズルッ




　次つぎの瞬しゅん間かん、康こう太た郎ろうの顔かおが一回かい転てんした。

「うわああ！」
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　忠ただ司したちは悲ひ鳴めいを上あげて、あわてて逃にげ出だす。

「優ゆうくん、何なんなのあれ??」

「分わからないよ！　だけどあれは絶ぜっ対たいに康こう太た郎ろうくんじゃない！」

　忠ただ司したちは玄げん関かんまで逃にげると、ドアを開あけようとした。

　すると、外そとから誰だれかがドアを開あけた。




「わっ、僕ぼくの家いえで何なにしてるの??」




　ドアの外そとにいたのは、康こう太た郎ろうだ。

　顔かおはズレていない。

　本ほん物ものの康こう太た郎ろうのようだ。

「大たい変へんなんだ！　偽にせ者ものの君きみがいて！」

「忠ただ司しくん、何なに言いってるの？　っていうか、どうやって家いえに入はいったの？」

　そのとき、忠ただ司したちの後うしろで音おとがした。




　トコ、トコ、トコ




「あ～あ、帰かえってきチゃっタ」

　廊ろう下かの向むこうから、もう１人ひとりの康こう太た郎ろうがフラフラと揺ゆれながら歩あるいて来くる。

　その顔かおは、マスクが完かん全ぜんにズレている。

　マスクの奥おくに、するどい目めが見みえる。




「まア、いイや。みンナ、ぼクと一いっ緒しょに、楽たのシくゥ遊あそボォお」




　次つぎの瞬しゅん間かん、もう１人ひとりの康こう太た郎ろうは忠ただ司したちに迫せまると、笑わらいながらゆっくりとマスクを取とった。
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「フシギくん、ほんとにこの町まちにその怪かい人じんがいるのかい？」

　数すう日じつ後ご。

　とある町まちに、フシギたちがやって来きた。

　フシギが言いうには、この町まちに『ゴム人にん間げん』という都と市し伝でん説せつの怪かい人じんがいるというのだ。

「ゴム人にん間げんか。俺おれは聞きいたことあらへんな」

「僕ぼくも。フシギくん、どんな怪かい人じんなの？」

　雷らい太たが尋たずねると、フシギは２人ふたりのほうを見みた。




「ゴム人にん間げんは、マスクをかぶって他た人にんになりすますんだ」




　他た人にんになったゴム人にん間げんは、その人ひとの記き憶おくまで手てに入いれることができるらしい。

　そして、家か族ぞくや友ゆう人じん知ち人じんに近ちかづき、油ゆ断だんしたところを捕つかまえ、どこかへ連つれ去さってしまうのだ。

「連つれ去さる……」

　雷らい太たは、妹いもうとの捺なつ奈なを連つれ去さったくねくねと同おなじような怪かい人じんだと思おもった。

「そんな怪かい人じん、僕ぼくが倒たおしてやる！」

　そう意い気き込ごむが、雷らい太たを見みたジミーがため息いきを吐ついた。

「やる気きになるのはええけど、お前まえは邪じゃ魔まばっかりしてるからなあ」

「何なんだって!?」

『開あかずのロッカー』のときも、『夢ゆめのにらめっこ』のときも、雷らい太たは呪のろいを回かい収しゅうしようとするフシギに迷めい惑わくをかけてしまった。

　だがそれらはすべて、都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつや怪かい人じんを倒たおしたいという気き持もちからだ。

「僕ぼくは邪じゃ魔まなんかしてない。フシギくんの力ちからになりたいと思おもってるんだ！」

　雷らい太たはいら立だちながら強つよい口く調ちょうで言いう。

　しかし、ジミーは呆あきれ顔がおで首くびを横よこに振ふる。

　そんなジミーを見みて、雷らい太たはさらにいら立だった。

「だいたい、君きみだって失しっ敗ぱいばかりしてるだろ」

「何なんやと!?」

　今こん度どは、ジミーが腹はらを立たてた。

「そりゃあ時とき々どき、ちょっとだけ失しっ敗ぱいすることもある。やけど俺おれはフシギの最さい強きょうの相あい棒ぼうや。なあ、フシギ！」

　ジミーは、フシギのほうを見みて笑え顔がおになる。

　だが、フシギは表ひょう情じょうを変かえることなく、ジミーたちをただ見みているだけだった。

「フシギ～！」

「フシギくんの最さい強きょうの相あい棒ぼうじゃないってことだね」

「ぬうう、そういうお前まえも失しっ敗ぱいばかりしてるやろ」

「僕ぼくは違ちがう。これから君きみよりフシギくんに相応ふさわしい相あい棒ぼうになるんだ」

　雷らい太たはそう言いいながら、ふと、あることを思おもいついた。

「そうだ。だったら勝しょう負ぶをしよう」

「なんや？　俺おれと走はしって競きょう走そうでもしようって言いうんか？」




「そうじゃない。どっちが先さきにゴム人にん間げんを見みつけられるか勝しょう負ぶするんだ！」




　ゴム人にん間げんは、この町まちのどこかにいる。

　だが、今いまはまだ、その手てがかりはまったくなかった。

　雷らい太たはジミーより先さきに見みつけ出だし、フシギの相あい棒ぼうに相応ふさわしいのは自じ分ぶんだと証しょう明めいしたかったのだ。

　すると、それを聞きいたジミーが「ほほう」と不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。




「このジミー様さまと、そんな勝しょう負ぶをするとはな」




　ジミーは雷らい太たに勝かつ自じ信しんがあるようだ。

「フシギ、お前まえはここで待まってるんや。俺おれが速そっ攻こうでゴム人にん間げんを見みつけ出だして来くるからな！」

「いいや、見みつけ出だすのは僕ぼくだ。フシギくん、僕ぼくに任まかせて！」

　ジミーと雷らい太たはフシギの前まえでにらみ合あった。
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「勝しょう負ぶだ！」

　雷らい太たは、押おしていたロードバイクに乗のると、全ぜん力りょくで走はしり出だした。

「負まけへんで！」

　ジミーも、反はん対たい方ほう向こうへと駆かけ出だす。

　そんな２人ふたりを、フシギは眺ながめる。

「まったく……」

　小ちいさくため息いきを吐つくと、フシギはゆっくりと歩あるき始はじめた。




（絶ぜっ対たいに負まけるもんか！）

　雷らい太たはロードバイクで町まち中じゅうを走はしりながら、必ひっ死しにゴム人にん間げんの手てがかりを探さがした。

　しかし、町まちの人ひとたちに尋たずねても、知しっている者ものはいなかった。

（どうすればいいんだ……）

　このままでは、ジミーが先さきに見みつけ出だしてしまうかもしれない。

　そうなると、相あい棒ぼうに相応ふさわしいのはジミーということになってしまう。

（僕ぼくだって、フシギくんの役やくに立たてるはずなんだ）

　このまま役やくに立たたなければ、フシギに一いっ緒しょに旅たびをするのを断ことわられるかもしれない。

　そうなると、またひとりで旅たびをしなければならない。

（沙さ知ち子こちゃんは手て伝つだってくれるけど、彼かの女じょの力ちからだけじゃ僕ぼくは……）

　捺なつ奈なを見みつけ出だすために、今いままで必ひっ死しに怪かい人じんや怪かい物ぶつと戦たたかい続つづけた。

　だが、いつもピンチになってばかりだ。

（僕ぼくだって、僕ぼくだって）

　雷らい太たはそう思おもいながら、交こう差さ点てんにやって来きた。




「へえ、それってあの都と市し伝でん説せつの？」




　自じ転てん車しゃに乗のった高こう校こう生せいの女おんなの子こが２人ふたり、前まえから走はしって来きて、雷らい太たとすれ違ちがった。

「都と市し伝でん説せつ？」

　すれ違ちがいざまに聞きいた言こと葉ばに、雷らい太たは反はん応のうする。

　２人ふたりは、止とまることなく道どう路ろの角かどを曲まがって行いった。

「あっ、ちょっと！」

　雷らい太たはあわててロードバイクを反はん転てんさせると、２人ふたりを追おいかけた。

「ねえ、待まって！　待まってってば！」

　道どう路ろの角かどを曲まがり、全ぜん力りょくで走はしりながら、女おんなの子こたちに近ちかづく。

　２人ふたりはそんな雷らい太たの存そん在ざいに気きづき、戸と惑まどいながらも、自じ転てん車しゃを止とめた。

「な、何なんですか？」

「もしかして、ナンパしようと思おもってる？」

「そうじゃない！　今いま、都と市し伝でん説せつの話はなしをしてたよね？　どういう話はなしなのか聞ききたいんだ！」

「どういう話はなしって……」

　女おんなの子こたちは顔かおを見み合あわせ、困こん惑わくする。

　しかし、雷らい太たが真しん剣けんな表ひょう情じょうになっているのを見みて、長ながい髪かみの女おんなの子こがその説せつ明めいをした。




「さっき、赤あかいフードをかぶった男おとこの子こを見みたんです」




「えっ？」

　続つづけて、ショートカットの女おんなの子こもしゃべった。

「私わたしは見みてなかったんだけど、和かず美みちゃんははっきり見みたんだって。それって多た分ぶん『赤あかいフードの少しょう年ねん』だと思おもうんだよね」

「ええっと、それは」

　彼かの女じょたちが見みたのは、おそらくフシギだ。

　雷らい太たは、ゴム人にん間げんの目もく撃げき情じょう報ほうではなくガッカリする。

　一いっ方ぽう、ショートカットの女おんなの子こは話はなしを続つづけた。

「私わたし、都と市し伝でん説せつとかすごく興きょう味みあるんだよね。それで後あとで、和かず美みちゃんと一いっ緒しょに赤あかいフードの少しょう年ねんがいた倉そう庫こに行いこうと思おもってるの」

「倉そう庫こ!?」

　先さきほどまでいたのは、駅えき前まえの道どう路ろだ。

　倉そう庫こなどどこにもなかった。

「もしかしたら、そこにゴム人にん間げんが!?」

　ジミーがすでに見みつけ出だし、フシギとともにそこに向むかったのかもしれない。

　雷らい太たは、和かず美みたちにその場ば所しょを聞きくと、急いそいでロードバイクを走はしらせた。
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「ここだ！」

　雷らい太たは町まちはずれの倉そう庫こにやって来くると、ロードバイクを止とめた。

　フシギの姿すがたはない。

「どこにいるんだ……？」

　雷らい太たは慎しん重ちょうに周まわりを捜さがし始はじめる。

　すると、声こえがした。




「やっぱり、お前まえやったんやな！」




　声こえがしたほうを見みると、ジミーが立たっている。

「ジミーくん！　君きみがここにいるってことはゴム人にん間げんを見みつけたんだね??」

　雷らい太たは先さきを越こされたと思おもい、ショックを受うける。

　しかし、ジミーはなぜか首くびをかしげた。




「俺おれは、お前まえがゴム人にん間げんを見みつけ出だしたんやと思おもってたで」




「えっ？」

　話はなしを聞きくと、ジミーは先さきほど、高こう校こう生せいの女おんなの子こたちがフシギの話はなしをしていたのを立たち聞ぎきしたのだという。

　彼かの女じょたちの話はなしによると、フシギがこの倉そう庫こにいたらしい。

「それって、多た分ぶん僕ぼくが話はなしを聞きいた女おんなの子こたちだ」

　ジミーは雷らい太たがゴム人にん間げんを見みつけ出だし、フシギとともに倉そう庫こに行いったのだと思おもっていた。

　だが、どうやらフシギは、自じ力りきでゴム人にん間げんを見みつけ出だしたようだ。

「外そとにはフシギはおらへんようやな」

「ってことは、中なかにいるってことだよね？」

　雷らい太たたちはフシギと合ごう流りゅうするために、倉そう庫この中なかへと入はいった。




　倉そう庫こは薄うす暗ぐらく、ジメジメとしていた。

　荷に物もつが山やまのように積つまれているが、人ひとの姿すがたはない。

「フシギくんはどこにいるんだ……？」

「もう呪のろいを回かい収しゅうしたかもしれへんな……」

　雷らい太たとジミーは慎しん重ちょうに歩あるきながら、フシギの姿すがたを捜さがした。

　そのとき──、




　コツッ




　入いり口ぐちで音おとがした。

　雷らい太たとジミーが同どう時じに顔かおを向むけると、入いり口ぐちに赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんが立たっていた。

「フシギくん、そこにいたんだね」

「なんや、外そとにおったんか」

「ええっと、君きみは……」

　フシギはジミーをじっと見みつめた。




「あ～、ジミーくんか」




「はああ？　どうしたんや？」

「えっ、いや、暗くらくてよく見みえなくてね」

　戸と惑まどうジミーをよそに、フシギは笑わらいながら、倉そう庫この扉とびらを閉しめた。

「それでフシギくん、ゴム人にん間げんはいたの？」

「えっ、あ、ああ、面おも白しろいものを見みつけたよ」

　フシギはそう言いうと、積つみ上あげられた荷に物もつと荷に物もつの隙すき間まを通とおって、奥おくへと進すすんで行いった。

　雷らい太たも付ついて行いく。

「あ、雷らい太た、待まつんや」

「何なんだい？　怖こわいのかい？」

「いやそうやないけど」

「早はやく見みに行いくよ」

　雷らい太たはフシギのもとへ向むかった。

「あ、ちょ！」

　ジミーも怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべながら、それに続つづく。

　やがて、２人ふたりはフシギのそばへやって来きた。

　倉そう庫この隅すみの床ゆかに、何なにかが散さん乱らんしている。

「これは……」

　雷らい太たは戸と惑まどいながらも、その散さん乱らんしている物ものに近ちかづく。




　それは、人にん間げんの顔かおのマスクだった。




　大人おとなの男おとこの人ひとや女おんなの人ひと、少しょう年ねんや少しょう女じょ、小ちいさな子こ供どもたち……。

　無む数すうのマスクが、捨すてられているかのように散ちらばっていた。
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「これって、ゴム人にん間げんの……」

　ゴム人にん間げんは、マスクをかぶって他た人にんになりすます。

　性せい別べつや年ねん齢れいも自じ由ゆうに変かえられるようだ。

「だけど、ゴム人にん間げんはどこに……？」

　雷らい太たは周まわりを見みるが、どこにもいない。

　すると、フシギが口くちを開ひらいた。

「今いま、あそこで何なにかが動うごいたよ」

　フシギは、奥おくの物もの陰かげを指ゆびさす。

「あそこか……！」

　雷らい太たは、お札ふだを取とり出だし身み構がまえると、その場ば所しょに近ちかづこうとした。




「待まつんや！」




　突とつ然ぜん、ジミーが声こえをあげた。

「ジミーくん、静しずかに……！」

「雷らい太た、そいつから離はなれるんや！」

「そいつ？」




「そこにいるのは、やっぱりフシギやない！」




　ジミーは、目めの前まえに立たつフシギを怪け訝げんな表ひょう情じょうで見みた。

　雷らい太たは、そんなジミーを見みる。

「ジミーくん、何なに言いってるんだよ？」

「そうそれや。雷らい太た、お前まえが俺おれをくん付づけするのはええ。やけど、なんでフシギが同おなじように俺おれのことを『ジミーくん』って言いうんや？」

「フシギくんが、ジミーくん??」

　雷らい太たはそれを聞きき、首くびをかしげる。

　フシギはジミーのことを、くん付づけなどでは呼よばないのだ。

「ええっと、それって」

　フシギは苦にが笑わらいを浮うかべる。

「ジミーくんは、ジミーかあ」

　さらにニヤニヤする。

「まったく、こんなミスをしちゃうなんて」

　フシギはフードを脱ぬぐと、頭あたまをポリポリと掻かいた。




「ま、もういっか」




　次つぎの瞬しゅん間かん、フシギは素す早ばやく動うごくと、ジミーの首くび根ねっこを掴つかみ、持もち上あげた。

「ぬおっ！」

「ジミーくん！」

「都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつをゲットしたのは初はじめてだよぉ」

「フシギくん、何なにをするんだ！」

　雷らい太たが怒ど鳴なると、フシギは不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべた。




「な～んだ、まだ気きづかないの？　人にん間げんってほんと鈍どん感かんだねえ」




　フシギはジミーを捕とらえたまま、もう一いっ方ぽうの手てでズボンのポケットから何なにかを取とり出だすと、雷らい太たのそばへと放ほうり投なげた。




　ペチャ




　床ゆかに落おちたそれは、女おんなの子この顔かおのマスクだ。

「これって！」

　先さきほど道どう路ろで話はなしを聞きいた、長ながい髪かみの女おんなの子こ・和かず美みの顔かおだ。

「ほんとは都と市し伝でん説せつ好ずきのあの子こを、ここに誘さそう予よ定ていだったんだけどねえ」

　和かず美みは、赤あかいフードの少しょう年ねんが倉そう庫こに入はいって行いくのを見みたと言いっていた。

　ショートカットの女おんなの子こは、そんな和かず美みとともにこの倉そう庫こに向むかおうとしていたのだ。




「まさか、君きみは──」




「くそ、離はなせ！　俺おれは猫ねこやない！」

　ジミーは、首くび根ねっこを掴つかまれたまま必ひっ死しに脚あしをバタつかせる。

「うんうん、ジミーくん、元げん気きがよくてかわいいねえ」

　フシギはそんなジミーを笑わらいながら、何なん度ども頬ほおずりした。

「や、やめろ」

「ジミーくんを放はなせ！」

「あーっはっは、かわいい、かわいいよぉ」




　ズルッ




　フシギの顔かおがズレる。

「あ～ア、またやっチャった」

　ゴム人にん間げんはケタケタと笑わらって、マスクがズレるのも気きにせず、さらに激はげしく頬ほおずりをした。
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「ジミーくんを返かえせ！」

　雷らい太たは駆かけ寄よると、お札ふだを貼はろうとした。

　だが、ゴム人にん間げんは素す早ばやく動うごくと、雷らい太たの後うしろに回まわり、羽は交がい締じめにした。

「うわっ！」

「くうう、何なんちゅう力ちからや！」

　雷らい太たとジミーは必ひっ死しに手てを外はずそうとするが、まったく外はずれない。

　ゴム人にん間げんは壊こわれたオモチャのようにケタケタと笑わらって、ズレたフシギの顔かおのまま、２人ふたりを覗のぞき込こんだ。

「さア、ぼクと一いっ緒しょに、楽たのシくゥ遊あそボォお」




　ガタンッ




　倉そう庫この扉とびらが開ひらき、太たい陽ようの光ひかりが中なかに差さし込こんだ。

　光ひかりに照てらされ、雷らい太たたちは思おもわず目めを細ほそめる。

　光ひかりの中なかに、ひとりの少しょう年ねんが立たっている。

　雷らい太たたちはその少しょう年ねんを見みて、目めを大おおきく見み開ひらいた。




「彼かれらを返かえすんだ」




　フシギだ。

「千せん野のフシぎぃ～!!」

　ゴム人にん間げんは大おお声ごえをあげると、ジミーと雷らい太たを放ほうり投なげた。

「うわっ！」

　雷らい太たたちは床ゆかに倒たおれる。

　そんな雷らい太たたちに、フシギは声こえをかける。

「キミたちはそこでじっとしているんだ」

　フシギは、外そとへ逃にげようとするゴム人にん間げんのほうを見みつめた。

　赤あかい手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、ゴム人にん間げんから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　ゴム人にん間げんは、消しょう滅めつする。

　マスクも、ドロドロに溶とけて、消きえていった。

「大だい丈じょう夫ぶかい？」

　フシギは雷らい太たたちのほうを見みた。

「大だい丈じょう夫ぶや。それにしても、まさかフシギのフリをするとはな。だけど、何なんで雷らい太たはゴム人にん間げんの気け配はいを感かんじられんかったんや？」

　普ふ通つうならすぐにフシギではないと分わかったはずだ。

　すると、フシギが答こたえた。




「ゴム人にん間げんがマスクをかぶっている間あいだは、気け配はいを感かんじにくいんだ」

　そのため、雷らい太たは偽にせ者ものだと気きづくことができなかったのだ。

「そうなんか。それは厄やっ介かいな相あい手てやな」

　ジミーの言こと葉ばに、フシギは小ちいさくうなずく。

　一いっ方ぽう、雷らい太たはひとり苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべていた。

　そんな雷らい太たに、ジミーが気きづく。

「なんや、怪け我がでもしたんか？」

「えっ、いや、そうじゃない……」

（まただ。また、僕ぼくは失しっ敗ぱいしてしまった……）

　雷らい太たはそう思おもうと、持もっているお札ふだを悔くやしそうに握にぎりしめるのだった。

























　ある町まちの公こう園えん。

　人じん工こう的てきに作つくられた池いけの静しずかな水面みなもに、雷らい太たの顔かおが映うつっている。

（ああ、僕ぼくはまったく失しっ敗ぱいばかりだ……。こんな事ことで捺なつ奈なを助たすけられるのかな……？）

　自じ分ぶんの顔かおを覗のぞき込こんだ雷らい太たは落おち込こんだ。

（ああ、俺おれはずっとフシギと旅たびをしてきたっていうのに、これじゃあ全ぜん然ぜん最さい強きょうの相あい棒ぼうなんかやあらへん……）

　雷らい太たの隣となりにいるジミーも、水面みなもに映うつった自じ分ぶんの顔かおを見みていた。

　お互たがいが、同おなじことで嘆なげいているとは思おもっていない。




「「ふぅー」」




　お互たがいのため息いきが同どう時じに出でてしまった。

「ジミーくん、マネをするのはやめてくれないかな」

「マネしたのは雷らい太たのほうやろ」

「僕ぼくには悩なやみが多おおいんだ。気き楽らくなジミーくんとは違ちがうから」

「なんやって？　俺おれだって気き楽らくやない。それに『くん』やない、『さん』や！」




「エイ！　エイ！　エイ！」




　突とつ然ぜん、女おんなの子この鋭するどい声こえと、ビュッ！　ビュッ！　と竹刀しないが振ふられる音おとが背はい後ごから響ひびいた。

　振ふり向むいた雷らい太たはちょっと驚おどろいた。

「沙さ知ち子こちゃん。こんなところで何なにしてるんだ？」

「雷らい太たくんたちが仲なか良よくやってるか心しん配ぱいで、様よう子すを見みに来きたのよ」

「だけど、どうして素す振ぶりなんか？」

「喧けん嘩かしてて話はなしかけるタイミングがなかったから、アピールしようと思おもって」

「アピールって」

「俺おれたちは喧けん嘩かなんかしてへん。なあ、雷らい太た」

　ジミーは沙さ知ち子こに心しん配ぱいを掛かけまいとごまかして雷らい太たを見みる。

「うん、ジミーさんとも仲なか良よくやってるよ」

　ジミーは「え？」と雷らい太たを見みてつぶやく。

「こういう時ときは『さん』付づけなんか？」

　ジミーの指し摘てきをまったく無む視ししてニコニコしている雷らい太たに、沙さ知ち子こが近ちか寄よった。

「噓うそばっかり。今いま、喧けん嘩かしてたのに。そんなじゃフシギくんの助たすけになってないでしょ？」

　沙さ知ち子こに突つっ込こまれた雷らい太たはうなだれる。

「え？　まあ……都と市し伝でん説せつの気け配はいがしたからこの公こう園えんに皆みんなを連つれてきたのに、結けっ局きょく、何なにも無なくて……。フシギくんは本ほん当とうにこの町まちに都と市し伝でん説せつが無ないのか、ひとりで調しらべてるんだ……」

「俺おれが手て伝つだうと言いうたのに、フシギはひとりで行いってもうた。まあ、俺おれも『ゴム人にん間げん』に騙だまされたしな……」

　ジミーもうなだれた。

「もう、雷らい太たくんもジミーさんもしっかりしてよね」

　沙さ知ち子こはそう言いったものの、ハッとして口くちをつぐんだ。

　自じ分ぶんは親おやから𠮟しかられると落おち込こんでしまい、かえって何なにも出で来きなくなってしまうからだ。

（こんな時ときは𠮟しかるよりも、励はげますべきよね。でも、どうしたら……）

　沙さ知ち子こもうなだれてしまった。




「「「ふぅー」」」




　２人ふたりと１匹ぴきが同どう時じにため息いきをついた。
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　そこへ赤あかいフードの少しょう年ねん、千せん野のフシギが近ちかづいてきた。




「都と市し伝でん説せつを見みつけた」
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　雑ぞう木き林ばやしの掲けい示じ板ばん。

『ネズミモチ、サルスベリ、ハガキノキ……。生いき物ものの名な前まえ？　郵ゆう便びん物ぶつの名な前まえ？　違ちがいます。植しょく物ぶつの名な前まえです。この緑りょく地ちではそんな植しょく物ぶつたちが育そだっています』

　そんなことが書かかれた『市し営えい緑りょく地ち』の掲けい示じ板ばんの脇わきを通とおって２人ふたりの少しょう年ねんが林はやしの中なかに入はいっていく。

　木き々ぎに囲かこまれた遊ゆう歩ほ道どうは、昼ひるでも薄うす暗ぐらい。

　その中なかを歩あるく椎しい名な猛たけ人とと弟おとうとの蒼そう太た。

　同おなじ小しょう学がっ校こうに通かよう６年ねん生せいと４年ねん生せいだ。

「兄にいちゃん！　こっち、こっち！」

　足あし早ばやに歩あるく弟おとうとの蒼そう太たが、後うしろから付ついてくる猛たけ人とを急せかした。

「バカ！　蒼そう太た。大おおきな声こえを出だすなよ。ここは子こ供どもだけで入はいっちゃいけないんだぞ」

　猛たけ人とは声こえをひそめて蒼そう太たに注ちゅう意いする。

　ここは貴き重ちょうな植しょく物ぶつや昆こん虫ちゅうが生せい息そくしているので、市しが管かん理りする公こう園えんになっていた。

　でもかつて犯はん罪ざいが起おきたり、自じ殺さつ者しゃが出でたりしたので、学がっ校こうは児じ童どうだけで入はいることを禁きんじていたのだ。

「ごめん。でも、急いそがないとお母かあさんに怒おこられちゃうよ」

「ああ、分わかってるよ」

　母はは親おやには「蒼そう太たが文ぶん房ぼう具ぐを買かいに行いくって言いうから付つき合あってくるよ」と言いって家いえを出でてきたのだ。

　30分ぷん位くらいで家いえに帰かえると約やく束そくしたので、蒼そう太たの言いうとおりで急いそがないといけなかった。

　でも、気き持もちが高たかぶっている弟おとうとに比くらべると、猛たけ人とは歩あゆみが遅おそくなってしまう。

　雑ぞう木き林ばやしの中なかは、思おもった以い上じょうに不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きだったからだ。

　ここに来くることになったのは、学がっ校こうから帰かえってきた蒼そう太たがこんな話はなしをしたからだった。




「市し営えい緑りょく地ちの奥おくの洋よう館かんで、男おとこの幽ゆう霊れいの声こえが聞きこえるんだって」




　クラスメイトから教おしえられたそうだ。

　この雑ぞう木き林ばやしの奥おくには廃はい屋おくの洋よう館かんが建たっている。

　誰だれも住すまなくなってから何なん年ねんも経たっていたので、幽ゆう霊れい屋や敷しきと呼よばれていた。

　様さま々ざまな噂うわさがあったが、それを裏うら付づける動どう画が、写しゃ真しん、そして録ろく音おんされた音おん声せいは今いままで無なかった。

　ところが、今こん回かいは本ほん当とうに声こえが聞きこえるというのだ。

「どうして、本ほん当とうに聞きこえるって言いえるんだよ？　噓うそかも知しれないぞ」

「ネットにその声こえを録ろく音おんした動どう画ががアップされてるんだってさ」

　猛たけ人とと蒼そう太たは、「宿しゅく題だいで調しらべることがある」と噓うそをついて母はは親おやのスマホを借かりた。

　そして、色いろ々いろと検けん索さくをすると、ネットにアップされたこんな不ぶ気き味みな声こえが聞きこえてきた。




「ア…イ……、ア……カミ……、ドッ……」




　洋よう館かんに侵しん入にゅうした誰だれかが撮さつ影えいした動どう画がに、声こえが入はいっていたのだ。

　それを聞きいて２人ふたりとも全ぜん身しんに鳥とり肌はだが立たった。

　でも、猛たけ人とは怖こわさを紛まぎらわせるために否ひ定ていした。

「この声こえは誰だれかが自じ分ぶんで入いれてアップしたんだよ。こういうのは噓うそに決きまってる。兄にいちゃんには信しんじられないな。自じ分ぶんの耳みみで本ほん当とうに聞きいたなら信しんじるけどさ」

　すると、蒼そう太たはムッとして猛たけ人とをにらんだ。

「だったら行いってみようよ。兄にいちゃんの耳みみに聞きこえたら信しんじるんでしょ？　今いまから行いってみよ」

「え!?」

　まさかそんな話はなしになるとは思おもわなかったので、猛たけ人とは戸と惑まどった。

　怖こわいからごまかして言いっただけなのに、本ほん当とうに行いくことになるとは思おもわなかった。

　でも、実じっ際さいに聞きいてみたい気き持もちはあった。

　それに──、

（僕ぼくが断ことわっても、蒼そう太たはきっとひとりで行いっちゃうよな）

　兄あにとして心しん配ぱいにもなった。




　猛たけ人とが、そんな事ことを思おもい返かえしているうちに、雑ぞう木き林ばやしの中なかに建たつ洋よう館かんが見みえてきた。

　周しゅう囲いは金かな網あみに囲かこまれ、所ところ々どころに『立たち入いり禁きん止し』の札ふだがぶら下さがっている。

　以い前ぜん、両りょう親しんがこの屋や敷しきについてこんな話はなしをしていた。

　ある会かい社しゃの社しゃ長ちょうが、有ゆう名めいなアメリカ映えい画がに出でてくる屋や敷しきに憧あこがれて建たてた。

　映えい画がに登とう場じょうする屋や敷しきの半はん分ぶんにも満みたないが、とても大おおきい。

　ところが、屋や敷しきを建たてた社しゃ長ちょうの会かい社しゃが倒とう産さんして、ここに住すんでいた社しゃ長ちょう一いっ家かが突とつ然ぜんいなくなってしまった。

　それ以い後ご、なぜか壊こわされることなく現げん在ざいに至いたっているそうだ。




「気き持もち悪わるいね」




　異い様ような雰ふん囲い気きをまとった建たて物ものを見み上あげて、蒼そう太たがつぶやいた。

「ああ、やっぱり本ほん物ものは違ちがうね」

　ネットの動どう画がから受うける印いん象しょうとは違ちがった。

　元もと々もとは白しろかったはずの壁かべは、風ふう雨うにさらされてまだらな灰はい色いろになっていた。

　ツタが壁かべを這はい、窓まどガラスにはヒビが入はいっている。

「兄にいちゃん、そこから入はいれるよ」

　蒼そう太たは金かな網あみのほころびを指ゆびさしていた。

　動どう画がに映うつっていたのと同おなじほころびだ。

　２人ふたりは金かな網あみの中なかに入はいっていった。
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　ギィィィィ！




　正しょう面めん玄げん関かんの扉とびらはあっさりと開ひらいた。

　中なかに入はいるとカビの臭においが鼻はなにつく。

「うっ」

　猛たけ人とと蒼そう太たはシャツの袖そでで鼻はなと口くちを塞ふさいだ。

　屋や敷しきの中なかは昼ひるとは思おもえない暗くらさだったが、すぐに目めが慣なれた。

　天てん井じょうの高たかい広ひろ間まに、カビで黒くろくなった大おおきな階かい段だんがある。

　階かい段だんは２階かいで左さ右ゆうに分わかれて、両りょう側がわの廊ろう下かに繫つながり、それに沿そって様さま々ざまな部へ屋やがあった。

　まるで、大おおきなカラスが翼つばさを広ひろげて、猛たけ人とたちを逃にがすまいと包つつみ込こもうとしているようだった。

「兄にいちゃん、何なにか聞きこえる？」

　蒼そう太たの問といかけに猛たけ人とは耳みみを澄すました。

　聞きこえるのはすきま風かぜの音おとだけだ。

「いや、何なにも聞きこえないな。蒼そう太たは？」

　弟おとうとは首くびを横よこに振ふった。

「兄にいちゃん、２階かいに行いってみよう」

　蒼そう太たはスタスタと階かい段だんに向むかった。

「おい、気きをつけろよ」

　もし階かい段だんが腐くさっていて、抜ぬけてしまったら大たい変へんだ。

　蒼そう太たはうなずくと慎しん重ちょうに階かい段だんを上のぼりはじめた。




　ミシッ……、ミシッ…………、ミシッッシシッ!!




　階かい段だんの板いたは柔やわらかくなっていた。

「蒼そう太た！」

　猛たけ人とは声こえを上あげたが、蒼そう太たはうるさいと言いいたげに言こと葉ばを返かえす。

「大だい丈じょう夫ぶだよ！」

　蒼そう太たはかまわずに階かい段だんを上のぼっていく。

　そして２階かいに上あがりきった蒼そう太たは全ぜん体たいを見み回まわし、耳みみを澄すました。

　やがて階かい段だん下したにいる猛たけ人とを見みおろす。

「兄にいちゃん、何なにか聞きこえる？」

　猛たけ人とは弟おとうとを見み上あげて首くびを横よこに振ふる。

「聞きこえない。蒼そう太たは？」

「ううん、聞きこえないね」

　蒼そう太たは肩かたを落おとした。

　ペラッ、ペラッ

　近ちかくに落おちていた紙かみが風かぜに舞まった。




「アカイカミ……、アオイカミ……、ドッチガイイ……」




　声こえが聞きこえた。

「え？」

　蒼そう太たは２階かいを見み回まわし、１階かいの兄あにを見みた。

「ねぇ？　今いまの聞きこえた？」

　猛たけ人とは蒼そう太たをじっと見みていた。

　そして、ゆっくりと首くびを縦たてに振ふった。

「聞きこえた。なあ、もう出でようよ」

「どうして？　やっと聞きこえたんだよ。もっとしっかり聞きこうよ」

　ペラッ、ペラッ

　風かぜで紙かみが再ふたたび舞まって蒼そう太たの近ちかくに来きた。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい!?」




　蒼そう太たの耳みみ元もとで声こえが尋たずねてくる。

「え？　何なに？　どっちがいいって……??」

　蒼そう太たは戸と惑まどった。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい!?」




　突とつ然ぜん、見みえない何なにかが怒ど鳴なった。




「ぎゃぁぁぁぁぁあああ！」




　悲ひ鳴めいを上あげながら蒼そう太たは走はしり出だした。

　１階かいに向むかって階かい段だんを駆かけ下おりる。

「蒼そう太た！　その階かい段だんは気きをつけろ！」

　猛たけ人とは忠ちゅう告こくをしたのだが──、




　バキッ!!




　上のぼるときによろけた場ば所しょの板いたが割われた。

　蒼そう太たの片かた足あしが落おちてしまう。

「わぁぁ！」

「蒼そう太た！」

　猛たけ人とは慌あわてて階かい段だんに向むかって走はしりだした。

　蒼そう太たは板いたの割われ目めに片かた足あしを取とられている。

「うううぅぅ！」

　唸うなって足あしを抜ぬこうとするが、自じ力りきでは無む理りだ。

「しっかりしろ！　蒼そう太た！」

　階かい段だんを駆かけ上あがってきた猛たけ人とが、蒼そう太たの両りょう脇わきの下したに腕うでを回まわして抱だきかかえた。

　ペラッ、ペラッ

　２階かいで紙かみが舞まい、階かい段だんを滑すべるように落おちてきた。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




　声こえが近ちかづいてくる。

　蒼そう太たは怖こわくなった。

「やめて！　青あおい紙かみを選えらぶから!!」
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　蒼そう太たが叫さけぶと声こえが止とまった。

　蒼そう太たも猛たけ人ともホッとして、蒼そう太たの足あしを割われ目めから引ひっ張ぱり出だそうとした。

　次つぎの瞬しゅん間かん、蒼そう太たが苦くるしみだした。

「うぅう！　うううっ！」

　蒼そう太たの顔かおが見みる見みる真まっ青さおになっていく。

「蒼そう太た！」

　そのときまた声こえが聞きこえてきた。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




　猛たけ人とはそんな質しつ問もんに答こたえる余よ裕ゆうはない。

　目めの前まえで、弟おとうとが真まっ青さおな顔かおで苦くるしんでいるのだ。

「蒼そう太た！　しっかりしろ！」

　猛たけ人とは弟おとうとの足あしを割われ目めから引ひき抜ぬこうとする。

　だが、なかなかうまく行いかない。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




「知しるか！　そんなもの！」

　猛たけ人とは見みえない相あい手てに怒ど鳴なり返かえした。

　弟おとうとの足あしを引ひっ張ぱり出だそうとする。

　でも、うまく行いかない。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




「うるさい！　うるさい！」

　猛たけ人とは泣なき出だしたい気き分ぶんだ。

　弟おとうとを置おいて逃にげるわけにいかない。

　でも、弟おとうとの足あしは割われ目めから抜ぬけない。

「くそっ！　蒼そう太た、しっかりしろ！　兄にいちゃんが助たすけるからな！」

　すると、蒼そう太たが苦くるしみながらも声こえを絞しぼり出だした。

「に、兄にいちゃん……。も、もしかしたら、『赤あかい紙かみ』って答こたえれば逃にげられるのかも？」

　青あおい紙かみを選えらんだせいで蒼そう太たは苦くるしんでいる。

（そうか！　じゃ、僕ぼくが赤あかい紙かみを選えらべば良いいんだ！）

　再ふたたび姿すがたの見みえない声こえが尋たずねてくる。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




　猛たけ人とは意いを決けっした。

「分わかったよ。答こたえるよ。僕ぼくは、僕ぼくは赤あかい──」




「選えらんじゃだめだ！」




　少しょう年ねんの声こえが響ひびいた。

「どっちも選えらんじゃだめだ！　赤あかい紙かみを選えらぶと、血ちだらけになってもがき苦くるしむことになる」

　猛たけ人とが正しょう面めん玄げん関かんを見みる。

　赤あかいフードの少しょう年ねんが駆かけ込こんで来きた。

　フシギだ。

　それに続つづいてジミー、雷らい太た、沙さ知ち子こもやって来くる。

　ペラッ、ペラッ

　皆みんなが入はいってきたことで風かぜが起おきたのか、床ゆかに落おちていた紙かみが玄げん関かん扉とびらの近ちかくに飛とんでいった。

「滅めっせよ！」

　雷らい太たはお札ふだを握にぎりしめると、周しゅう囲いを闇やみ雲くもににらみつけた。

　だが、沙さ知ち子こにたしなめられる。

「雷らい太たくん、そんなことよりも動うごけなくなってる男おとこの子こを助たすけるのが先さきでしょ！」

「そうやで、雷らい太た！」

「ジミーさん、あなたもよ！」

「え？　俺おれもか。そ、そやな！」

　雷らい太たに遅おくれてジミーも蒼そう太たに駆かけ寄よった。

　沙さ知ち子こ、雷らい太た、ジミーが力ちからを合あわせたことで、蒼そう太たの足あしはすんなりと抜ぬけた。

「ありがとう。でも、どうして犬いぬがしゃべってるの？」

　礼れいを言いった猛たけ人とは素す直なおに疑ぎ問もんをぶつけた。

「その話はなしは後あとや！」

　ジミーのいつもの言こと葉ばに続つづいて沙さ知ち子こが言いう。

「とにかく、早はやくここから出でた方ほうが良いいわ」

　猛たけ人とと雷らい太たに支ささえられた蒼そう太たが玄げん関かん扉とびらに向むかった。




　バタンッ！




　突とつ然ぜん、扉とびらが勝かっ手てに閉しまった。

「いや！」

　沙さ知ち子こがびっくりして扉とびらに飛とびついたが、びくともしない。

「なんで！」

　慌あわてる沙さ知ち子この姿すがたを見みたジミーはフシギを見みた。

「フシギ！　どういうことや!?」

　こういう時ときに頼たよりになるのはフシギだけだ。

　フシギはサッと手て帳ちょうを出だして周しゅう囲いを見み回まわした。

　雷らい太たもお札ふだを出だして見み回まわす。

「フシギくん、気け配はいを感かんじるよ。この近ちかくに呪のろいのマークがあるんじゃないか？」

　フシギはすぐには答こたえずに神しん経けいを集しゅう中ちゅうした。

「ここには無ない」

　赤あかいフードの少しょう年ねんはいつもの冷れい静せいな口く調ちょうで言いった。

「なんやて？」

　ペラッ、ペラッ

　フシギの目めに、風かぜに乗のった何なにかが２階かいの廊ろう下かの奥おくに隠かくれるのが見みえた。

「呪のろいのマークを探さがしに行いかないと」

　フシギはそうつぶやくと蒼そう太たと猛たけ人とを見みた。

　２人ふたりはいつの間まにか沙さ知ち子こにしがみついていた。

　それを見みたフシギは、ジミーと雷らい太たにしっかり顔かおを向むけた。

「この子こたちを頼たのんだぞ」

　その言こと葉ばを聞きいて、ジミーはちょっと驚おどろいてどぎまぎと答こたえる。

「お。おう」

　一いっ方ぽう、雷らい太たは背せ筋すじを伸のばした。

「フシギくん、分わかった」

　フシギは階かい段だんを駆かけ上あがった。
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　ミシッ、ミシッ、ミシッ、ミシッ




　２階かいの廊ろう下かをフシギが歩あるくたびに床ゆかがきしむ。

　カビの生はえた暗くらい廊ろう下かをフシギは慎しん重ちょうに進すすむ。

　ペラッ、ペラッ

　廊ろう下かを曲まがった奥おくから音おとが聞きこえた。

　フシギは用よう心じん深ぶかく角かどに向むかった。
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　１階かいでは、ジミーと雷らい太たが周しゅう囲いに鋭するどい視し線せんを向むけていた。

「なあ、雷らい太た。さっきフシギはなんて言いった？」

「この子こたちを頼たのむと言いったね」

「そうだよな。言いったよな」

　ジミーはなんだか嬉うれしくなってきた。

「ジミーくん、君きみはなんで笑わらってるんだい？」

「え？　別べつに笑わらってへん。でも……」

「でも……？」

「なんか、こそばい感かんじがしたんや」

「こそばい、ってどういう意い味み？」

「それは、ええっと、照てれてもうたって意い味みや」

「照てれる？」

　恥はずかしそうに笑わらうジミーに、雷らい太たは首くびをかしげた。

　そのとき──、




　ペラッ、ペラッ




　紙かみが風かぜに舞まう音おとが頭ず上じょうに響ひびいた。

　ジミーと雷らい太たはハッとして上うえを見みた。

「なんや、あれ？」

　少しょう年ねんたちがしがみつく沙さ知ち子こも見み上あげる。

「なに、これ？」

　紙かみが天てん井じょうの近ちかくをぐるぐると回まわっていた。

　そして、不ぶ気き味みな声こえが降ふり注そそいでくる。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」
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　２階かいの廊ろう下かを、神しん経けいを張はって歩あるいているフシギ。

　ペラッ、ペラッ

　紙かみの音おとが、廊ろう下かの突つき当あたりの部へ屋やから聞きこえる。

　フシギはポケットから手て帳ちょうを取とり出だした。

　表ひょう紙しの感かん触しょくを指ゆびで確たしかめる。

　ペラッ、ペラッ

　突つき当あたりの部へ屋やの扉とびらの、半はん開びらきの隙すき間まから音おとが聞きこえる。

　フシギは扉とびらの前まえに立たつとグッとノブを押おした。

　ギィィィギィィ！

　フシギはすぐに呪のろいが回かい収しゅうできるように、手て帳ちょうを開ひらいて中なかに入はいった。




　ペラッ、ペラッ




　窓まどガラスが割われて風かぜが吹ふき込こんでいる。

　剝はがれ掛かけた壁かべ紙がみが風かぜに煽あおられて、ペラッ、ペラッと音おとを立たてていた。

　──それを見みたフシギがつぶやく。




「違ちがう！　ここじゃない！」
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「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




　１階かいの広ひろ間まの天てん井じょうをぐるぐると回まわる紙かみが、真ま下したにいるジミー、雷らい太た、沙さ知ち子こ、少しょう年ねんたちに詰つめ寄よってくる。

「うるさい！　黙だまるんや！」

　ジミーはいら立だった。

「滅めっせよっ！　滅めっせよっ！　滅めっせよっ！」

　雷らい太たはお札ふだを手てに頭ず上じょうの紙かみに怒ど鳴なった。

　だが、紙かみはお構かまいなく回まわり、詰つめ寄よってくる。




「赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？　赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ、どっちがいい？」




「うるさいわ！　俺おれのフードは黄き色いろや。俺おれは黄き色いろい紙かみしか選えらばへんで！」

　ジミーが呆あきれて答こたえると、雷らい太たもそれに続つづいた。

「僕ぼくは白しろだ。白しろい紙かみしか好すきにならないぞ」




　ペラッ、ペラッ──ピタッ！

　紙かみの動うごきが止とまり、声こえも止やんだ。




　ジミーと雷らい太たはホッとするが、次つぎの瞬しゅん間かん──、




「「うぅぅぅ！」」




　ジミーと雷らい太たが同どう時じにうめきだした。

「雷らい太たくん！　ジミーさん！」

　沙さ知ち子こが２人ふたりに声こえを掛かける。

　ジミーの顔かおが見みる見みる黄き色いろくなっていく。

　雷らい太たの顔かおは見みる見みる白しろくなっていく。

　ジミーは苦くるしむ。

「ううう。俺おれはもうだめやぁ」

　雷らい太たもうめいて倒たおれる。

「うううぅ、助たすけてぇ！」

　沙さ知ち子こは蒼そう太たと猛たけ人とをしっかり抱だき寄よせて、仲なか間まに叫さけぶ。

「雷らい太たくん！　ジミーさん！　しっかりして！」




　タッタッタッタッ！




　２階かいを走はしる足あし音おとが近ちかづいてきた。

　沙さ知ち子こが見み上あげる。

　フシギが全ぜん速そく力りょくで走はしってきた。




「ここか！」




　フシギが赤あかい手て帳ちょうを広ひろげて、２階かいの手てすりを飛とび越こえた。

　タ、タッ！

　フシギは、天てん井じょう近ちかくに浮うかんでいた紙かみに向むかって、腕うでを伸のばして跳とぶ。
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　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギの口くちから、すばやく呪じゅ文もんが唱となえられた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、ペラッ、ペラッと宙ちゅうに浮ういていた紙かみから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。




　フシギは空くう中ちゅうで１回かい転てんして、１階かいの広ひろ間まに着ちゃく地ちした。




　スタッ！




　目めの前まえには、今いままで苦くるしんでいたジミーと雷らい太たと蒼そう太たがいる。

　彼かれらの顔かお色いろが徐じょ々じょに戻もどっていった。

「『赤あかい紙かみ、青あおい紙かみ』の都と市し伝でん説せつは、どんな色いろを選えらんでも不ふ幸こうになるんだ」

　フシギはそう説せつ明めいすると、猛たけ人とと蒼そう太たを見みた。

「都と市し伝でん説せつの話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」

　そんな風ふうに少しょう年ねんたちを諭さとすフシギを見みて、沙さ知ち子こはホッとした。

　すると、フシギの背はい後ごから「すまん」という声こえが聞きこえた。

　振ふり向むくとジミーと雷らい太たがばつが悪わるそうにフシギを見みている。

「俺おれら、フシギの最さい強きょうの相あい棒ぼうになりたいと思おもってるのに、失しっ敗ぱいばかりや」

　ジミーが言いう。

「フシギくん、申もうし訳わけない」

　雷らい太たが謝あやまった。

　だが、フシギは意い外がいなことを言いう。

「謝あやまる必ひつ要ようはない」

　ジミーと雷らい太たは「え？」とフシギを見みつめた。

「キミたちがいなければ、僕ぼくはこれまで何なん度ども都と市し伝でん説せつの呪のろいにやられていたはずだ」

　フシギは２人ふたりをしっかりと見みた。

　そしてほほ笑えんだ。




「ありがとう」




　それを聞きき、ジミーと雷らい太たの顔かお色いろが赤あかくなった。

「ねえ、ジミーくん、意い味みが分わかったよ」

「何なんの意い味みだ？」

「こそばいって感かんじの意い味みだよ」

　ひとりの少しょう年ねんと１匹ぴきの犬いぬは顔かおを見み合あわせて照てれ笑わらいを浮うかべた。
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　数すう日じつ後ご。

　猛たけ人とと蒼そう太たは学がっ校こうから一いっ緒しょに帰かえっていた。

　そこに、ひとりの少しょう年ねんが目めの前まえに現あらわれた。

　青あおいフードをかぶっている。

「君きみたちは、赤あかいフードの少しょう年ねんに会あったよね？」

　猛たけ人とは警けい戒かいして何なにも答こたえないようにしようとした。

　ところが、蒼そう太たはにっこり笑わらって答こたえてしまう。

「うん、会あったよ。僕ぼくたちのことを助たすけてくれたんだ」

「そうなんだね」

「あの、あなたは誰だれですか？」

　そう尋たずねたのは猛たけ人とだった。

　猛たけ人とは、この人ひとが赤あかいフードの少しょう年ねんに似にていると思おもったのだ。

　だが、青あおいフードの少しょう年ねんは薄うすら笑わらいを浮うかべるだけだ。

「彼かれはまだあきらめていないようだね」

　千せん野のマボロシはそう言いうと、立たち去さって行いった。
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「スマホのことなら、私わたしに何なんでも聞きいてね！」

　放ほう課か後ご。

　中ちゅう学がく２年ねん生せいの山やま村むら市いち夏かは、クラスメイトの筒つつ井い穂ほ積づみと一いっ緒しょに学がっ校こうから帰かえっていた。

　市いち夏かは小しょう学がく６年ねん生せいのときからスマホを持もっていて、使つかい方かたやアプリにくわしい。

　昨日きのう、穂ほ積づみが初はじめてスマホを買かってもらえたので、いろいろ教おしえてあげたいと思おもったのだ。

「だけど、穂ほ積づみちゃん、よくスマホを買かってもらえたよね」

　穂ほ積づみの母はは親おやは、ずっと中ちゅう学がく生せいにスマホは早はやいと言いっていたのだ。

　すると、穂ほ積づみは先せん週しゅう家か族ぞくで行いったハイキングのことを話はなした。

「ハイキングの途と中ちゅうで私わたし、迷まい子ごになったって言いったでしょ」

「日ひが暮くれて、道みちがよく分わからなくなっちゃったんだよね？」

「うん。たまたま近ちかくの村むらに住すんでる女おんなの子こと出で会あって、彼かの女じょにみんなのところまで連つれて行いってもらえたけど、お母かあさんあれから私わたしのこと心しん配ぱいするようになって」

「あっ、それで連れん絡らく用ようにスマホを買かってもらったってことだね」

　市いち夏かの言こと葉ばに、穂ほ積づみは大おおきくうなずいた。

「迷まい子ごになって、逆ぎゃくによかったかもだね」

「そんなことないよ。すごく不ふ安あんで怖こわかったんだから」

「そっか、そうだよねえ」

　市いち夏かは、自じ分ぶんも暗くらい山やまの中なかで迷まい子ごになってしまったらと思おもうと、思おもわずゾッとした。

「だけどせっかくスマホを手てに入いれたから、面おも白しろい動どう画がとかいっぱい教おしえてね」

「うんうん、教おしえるよ。一いっ緒しょにスマホ楽たのしも！」

　喜よろこぶ穂ほ積づみを見みて、市いち夏かもうれしくなった。




「そうだ、市いち夏かちゃん、あれ知しってるかな？」




　穂ほ積づみがふと、市いち夏かに尋たずねた。

「あれってなあに？　スマホのこと？　たぶん分わかると思おもうよ」

　自じ信しん満まん々まんに答こたえる市いち夏かに、穂ほ積づみは「あのね」と話はなしを続つづけた。




「『アルファディオジーオン』っていう禁きん断だんの言こと葉ばなんだけど」




　穂ほ積づみの話はなしによると、スマホのアシスタント機き能のうに質しつ問もんするときに言いう、謎なぞの言こと葉ばなのだという。

　アシスタント機き能のうはその言こと葉ばを聞きいても、ほとんどの場ば合あい『すみません、よく分わかりません』と答こたえる。

　だが、まれに『それは秘ひ密みつです』と答こたえることがあるらしい。

「『それは秘ひ密みつです』って言いったら、『それでも教おしえて。何なんでもするから』ってアシスタント機き能のうに言いってみるんだって。そうしたら、アルファディオジーオンの意い味みを教おしえてくれるらしいよ」

「へえ、そうなんだ」

　その言こと葉ばはまったく聞きいたことがなかったが、知しらないと言いうのは何なんだか恥はずかしい。

「なんか聞きいたことあったけど、試ためしたことなかったなあ」

　市いち夏かは笑え顔がおでそう言いった。

「ちなみに、穂ほ積づみちゃんは試ためしたことあるの？」

　市いち夏かが尋たずねると、穂ほ積づみは「うん」と答こたえた。

「昨日きのうスマホを買かってもらってすぐ、１度ど試ためしてみたんだ。だけど『すみません、よく分わかりません』としか答こたえてくれなかったの」

「そっかあ」

「ただの噂うわさなのかな？」

「う～ん、そうかもねえ」

　市いち夏かは同どう意いするが、内ない心しん、早はやく試ためしたくてウズウズしていた。

（もし、アシスタント機き能のうが『それは秘ひ密みつです』って答こたえたらすごいことだよね）

　面おも白しろい動どう画がを知しっていることより、みんなに自じ慢まんできる。

　市いち夏かは曲まがり角かどでいつものように穂ほ積づみと別わかれると、あわてて家いえへと走はしった。




「ただいま！」

　リビングに駆かけ込こむと、市いち夏かは棚たなに置おいてあったスマホを手てに取とった。

「も～、すぐにスマホで遊あそんじゃだめでしょ」

　母はは親おやがキッチンから出でてきて、市いち夏かに文もん句くを言いう。

「先さきに勉べん強きょうしなさい」

　スマホを触さわっていいのは、宿しゅく題だいを終おえてからだ。

　しかし、市いち夏かはブンブンと首くびを横よこに振ふった。

「今日きょうは宿しゅく題だい出でなかったの」

「え？　そうなの？　珍めずらしいわねえ」

「うん。私わたしもびっくり。だからスマホで遊あそんでもいいでしょ」

「え、ええ、それならいいけど」

　本ほん当とうは、数すう学がくの宿しゅく題だいが出でていた。

　だが、市いち夏かは穂ほ積づみに聞きいた噂うわさを試ためしたくて噓うそをついたのだ。

「晩ばん御ご飯はんができるまで部へ屋やにいるね！」

　市いち夏かは、すぐに自じ分ぶんの部へ屋やへと向むかった。




（よし、これでたっぷり試ためしてみられるよね）

　穂ほ積づみは、スマホのアシスタント機き能のうにアルファディオジーオンと聞きいたら、まれに『それは秘ひ密みつです』と答こたえることがあると言いっていた。

（だったら、答こたえるまで何なん度ども聞きけばいいってことだよね）

　穂ほ積づみは１度どしか試ためしていないと言いっていたのだ。

　市いち夏かはベッドに腰こしを下おろすと、アシスタント機き能のうのボタンをタップした。

「ご用よう件けんは何なんですか？」

　アシスタント機き能のうが尋たずねた。

「アルファディオジーオンについて教おしえて」

「すみません、よく分わかりません」

「やっぱりそうなるよね」

　市いち夏かは、もう一いち度ど同おなじ質しつ問もんをすることにした。

「アルファディオジーオンについて教おしえて」

「すみません、よく分わかりません」

「アルファディオジーオンについて教おしえて」

「すみません、よく分わかりません」

　しかし、何なん度ど聞きいても、同おなじ答こたえしか返かえってこない。

「やっぱり、ただの噂うわさってことかぁ」

　10回かい聞きいても、変へん化かはなかった。

　市いち夏かはガッカリしながら、晩ばん御ご飯はんを食たべるために、ベッドから立たち上あがった。

　そして部へ屋やから出でる前まえに、何なに気げなく、もう一いち度どだけ同おなじ質しつ問もんをした。

「アルファディオジーオンについて教おしえて」




「それは秘ひ密みつです」




　市いち夏かは一いっ瞬しゅん、アシスタント機き能のうが何なにを言いったのか分わからなかった。

「今いまのって!?　ねえ、アルファディオジーオンについて教おしえて！」

「それは秘ひ密みつです」

「ほんとに言いってる！」

　穂ほ積づみが教おしえてくれたことは、ただの噂うわさ話ばなしではなかったのだ。

　市いち夏かは続つづけて尋たずねる質しつ問もんを思おもい出だすと、スマホをじっと見みつめた。

「それでも教おしえて。何なんでもするから！」

　だが、返へん事じがない。

「どうなってるの？」

　やり取とりはこれで終おわりなのだろうか？

　市いち夏かがそう思おもっていると、アシスタント機き能のうが返へん事じをした。

「それは秘ひ密みつです」

「えっ」

「それは秘ひ密みつです」

　そのとき、言こと葉ばと同どう時じに画が面めんに文も字じが表ひょう示じされた。




『それは秘ひ密みつです。秘ひ密みつです。秘ひ密みつ、ヒミツ、ヒミツ』




「ヒミツ??」

　市いち夏かがその文も字じに戸と惑まどっていると、次つぎの瞬しゅん間かん、画が面めんが真まっ黒くろになった。




「ウフフフ」




　スマホから女おんなの子この笑わらい声ごえが聞きこえる。

　真まっ黒くろな画が面めんに見みえたが、それは黒くろい服ふくを着きた誰だれかが画が面めんの向むこうに立たっているせいだった。

　その誰だれかが、少すこし後うしろに下さがった。

　黒くろいフードをかぶった女おんなの子こだ。

　女おんなの子この顔かおを見みて、市いち夏かはギョッとする。

　女おんなの子こには、目めも鼻はなも口くちもなかった。

　顔かおのない少しょう女じょが、青あおい傘かさを差さしてこちらに顔かおを向むけていたのだ。
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　市いち夏かが恐おそろしく思おもっていると、男おとこの声こえが響ひびいた。




「ウックックック、アルファディオジーオンについて教おしえてあげましょう」




　アシスタント機き能のうの声こえでも、黒くろいフードの少しょう女じょの声こえでもない、不ぶ気き味みな声こえだ。




「アルファディオジーオンとは、ヒミツさんと繫つながるための言こと葉ばです。あなたは何なんでもすると言いいましたね。では、さっそくしてもらいましょう。ウク、クク、クククク」




　青あおい傘かさに、大おおきな目めが現あらわれ、ジロリと市いち夏かのほうを見みた。

　やがて、画が面めんが元もとのスマホの画が面めんに戻もどった。

「な、何なんなの……？」

　今いまの女おんなの子こと傘かさは何なんだったのだろうか？

（あの傘かさ、生いきてたの？）

　市いち夏かは急きゅうに怖こわくなり、母はは親おやのもとへ向むかおうとした。




「ううっ！」




　突とつ然ぜん、市いち夏かの身体からだに痛いたみが走はしった。

（どうして……？）

　痛いたみが全ぜん身しんに広ひろがる。

「い、嫌いや……」

　市いち夏かはスマホを持もったまま部へ屋やを飛とび出だすと、リビングへ走はしった。

「お、お母かあさん、私わたし！」

「どうしたの、市いち夏か??」

　母はは親おやは市いち夏かの様よう子すに気きづき、キッチンから出でて来きた。

　そしてそばに駆かけ寄よると、市いち夏かの顔かおを見みた。

「ああっ！」




　瞬しゅん間かん、母はは親おやは苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべ、その場ばに倒たおれた。




「お母かあさん！」

　市いち夏かはスマホをそばの棚たなの上うえに置おき、母はは親おやを抱だきしめる。

「か、身体からだが」

「まさか、お母かあさんも痛いたいの??」

　そのとき、市いち夏かの身体からだにさらに激げき痛つうが走はしった。

「ああっ！」

　痛いたみはどんどん強つよくなる。

「ああ、う、あああ」

　さらに痛いたくなり、市いち夏かもその場ばに倒たおれた。




「た、助たすけて……」




　市いち夏かは、救きゅう急きゅう車しゃを呼よぼうと、棚たなの上うえに置おいたスマホに手てを伸のばした。

　だが、届とどかない。

「助たすけ、て……、誰だれ、か……」

　市いち夏かは、そのまま意い識しきを失うしないそうになってしまった。

　瞬しゅん間かん──、




　誰だれかが、市いち夏かの手てをしっかりと握にぎりしめた。




「もう大だい丈じょう夫ぶだ」

　赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんだ。

　後うしろには、黄き色いろいフードをかぶった犬いぬと、白しろいフードをかぶった少しょう年ねんが立たっている。

　赤あかいフードの少しょう年ねんは、市いち夏かに向むかって赤あかい手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、市いち夏かの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　途と端たんに、市いち夏かの身体からだから痛いたみが消きえていく。

「う、ううう」

　母はは親おやからも苦く悶もんの表ひょう情じょうが消きえた。

「お母かあさんも、もう大だい丈じょう夫ぶや」

「よかった、助たすけることができて」

　黄き色いろいフードをかぶった犬いぬと、白しろいフードをかぶった少しょう年ねんが市いち夏かに優やさしくほほ笑えむ。

「だけど、フシギくん。これで終おわりじゃないよね？」

　白しろいフードをかぶった少しょう年ねんは、赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんにそう言いった。

　フシギと呼よばれた少しょう年ねんは、小ちいさくうなずく。

「誰だれかがまた『禁きん断だんの言こと葉ば』の噂うわさをすると、呪のろいが復ふっ活かつしてしまう」

　そう言いいながら、フシギは手て帳ちょうを見みた。

　写うつし取とられたはずのマークが、徐じょ々じょに薄うすくなり、消きえていった。

「禁きん断だんの言こと葉ばは、それを知しるだけでは呪のろわれない。実じっ際さいにスマホで試ためして、ヒミツと繫つながってしまった者ものだけが呪のろわれてしまうんだ」

　フシギは棚たなの上うえに置おかれたスマホを見みた。

　スマホの画が面めんには何なにも映うつっていない。

　フシギはそんな画が面めんを苦にが々にがしい表ひょう情じょうで見みつめていた。

「ヒミツと繫つながる……」

　市いち夏かはそれがあの黒くろいフードの少しょう女じょだと気きづいた。

「だけど、どうしてお母かあさんが？」

「呪のろわれた人じん物ぶつが誰だれかと目めを合あわすと、その人じん物ぶつも同おなじ苦くるしみを味あじわうことになるんだ」

「そんな……」

　フシギはショックを受うける市いち夏かのほうに顔かおを向むけた。

「誰だれから禁きん断だんの言こと葉ばを聞きいたんだ？　この町まちに、禁きん断だんの言こと葉ばを広ひろめてしまった人にん間げんがいる」

「広ひろめてしまった？　私わたしが聞きいたのは……」

　市いち夏かは、クラスメイトの筒つつ井い穂ほ積づみから聞きいたことを話はなした。

「フシギ、早はやくせんとその子こも危き険けんや！」

　黄き色いろいフードをかぶった犬いぬが声こえをあげる。

　市いち夏かは犬いぬがしゃべっていることに驚おどろくが、そんな彼かの女じょをよそに、フシギは口くちを開ひらいた。

「都と市し伝でん説せつの話はなしをしてはいけない。噂うわさをすれば、呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」

　フシギたちは、市いち夏かから穂ほ積づみの家いえの場ば所しょを聞きくと、部へ屋やから出でて行いった。
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「ヒミツちゃんを呪のろいの道どう具ぐに使つかうなんて！」

　雷らい太たは、フシギたちとともに穂ほ積づみの家いえへ向むかいながら、青あおい傘かさのことを憎にく々にくしく思おもった。

「これで３人にん目めやもんな」

　ジミーの言こと葉ばに、雷らい太たは小ちいさくうなずく。

　禁きん断だんの言こと葉ばは、すでにこの町まちの人ひと々びとの間あいだで噂うわさされ、広ひろまっていたのだ。

　ヒミツと繫つながった人にん間げんは、呪のろわれ、苦くるしい痛いたみに襲おそわれた挙あげ句く死しんでしまう。

　しかも、周まわりの人ひとたちも同おなじ被ひ害がいを受うける。

　フシギたちは、市いち夏かを含ふくめ、今日きょうだけで３人にんもの人じん物ぶつから呪のろいのマークを回かい収しゅうしていた。

「穂ほ積づみって子こが、噂うわさを広ひろめてしまった人じん物ぶつかもしれないってことだよね？」

　１人ひとり目めの女おんなの子こも、２人ふたり目めの男おとこの子こも、市いち夏かと同おなじ中ちゅう学がっ校こうに通かよっていた。

　幸さいわい命いのちは助たすかったものの、気き絶ぜつしてしまい、話はなしを聞きくことができず、誰だれから禁きん断だんの言こと葉ばを教おしえてもらったのか分わからなかったのだ。




　やがて、穂ほ積づみの家いえが見みえてきた。

　雷らい太たは押おしていたロードバイクをそばに置おくと、お札ふだを取とり出だした。

　ジミーも身み構がまえる。

　だが、フシギはなぜか怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべていた。

「どうしたの、フシギくん」




「何なにも感かんじないんだ」




「えっ？」

　雷らい太たは穂ほ積づみの家いえを見みつめる。

「たしかに何なんの気け配はいも感かんじない……」

「どういうことや？」

　ジミーは２人ふたりを見みて首くびをかしげた。

　すると、玄げん関かんのドアが開あき、ひとりの女おんなの人ひとが出でて来きた。

　買かい物もの袋ぶくろを持もっている。

　穂ほ積づみの母はは親おやのようだ。

「あの、すいません！」

　雷らい太たは穂ほ積づみのことを母はは親おやに尋たずねた。

「穂ほ積づみ？　ええっと、あなたは？」

「僕ぼくは、あの、その、同おなじクラスの」

「あら、そうなのね」

　母はは親おやは雷らい太たの言こと葉ばを信しんじたようで、穂ほ積づみのことを話はなした。

「あの子こなら、今いま、塾じゅくに行いってるわ」

「塾じゅく？　そうか、家いえにいないから気け配はいを感かんじなかったんだ」

　雷らい太たは母はは親おやから塾じゅくの場ば所しょを聞きくと、そこへ向むかおうとした。

　しかし、フシギは立たち止どまったまま、何なにかを考かんがえていた。

「ねえ、早はやく行いこう！」

「フシギ、何なにしてるんや？」

　フシギは、戸と惑まどう２人ふたりをじっと見みつめた。

「気け配はいを感かんじないのは、家いえにいないからだけじゃないのかもしれない」

　フシギは険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべると、町まちを眺ながめた。
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「ねえねえ、穂ほ積づみちゃん、私わたし、だめだったよ」

　その頃ころ。

　塾じゅくの教きょう室しつで、穂ほ積づみは友とも達だちの安あん藤どう比ひ奈なとしゃべっていた。

「何なにがだめだったの？」

「ほらっ、この前まえ教おしえてくれたでしょ。禁きん断だんの言こと葉ばのこと」

「ああ、あれね」

　比ひ奈なは、先せん日じつの塾じゅくのとき、穂ほ積づみからその話はなしを聞きいたのだ。

　家いえで何なん度どか試ためしてみたが、一いち度どもアシスタント機き能のうは『それは秘ひ密みつです』とは言いわなかったらしい。

「だよねえ。私わたしもだめだったよ」

「穂ほ積づみちゃん、スマホ買かってもらったの？」

「うん、昨日きのう。だけど、私わたしだけじゃなくて、みんなも全ぜん然ぜんだめみたいだよ」

「みんな？」




「私わたし、今いままで10人にんぐらいに話はなしたんだ」




　穂ほ積づみは、市いち夏かだけではなく、部ぶ活かつの友とも達だちや先せん輩ぱい後こう輩はいにもアルファディオジーオンのことを話はなしていた。

「やっぱり、ただの噂うわさってことだよね」

　穂ほ積づみは、ガッカリして大おおきなため息いきを吐つく。

　比ひ奈なはそんな穂ほ積づみを見みて首くびをかしげた。




「だけど穂ほ積づみちゃん、禁きん断だんの言こと葉ばの話はなしはどこで知しったの？」




　穂ほ積づみがその話はなしをしたのは、先せん日じつの塾じゅくのときが初はじめてだった。

「あ～あ、それはね」

　穂ほ積づみはそれを知しったときの話はなしをしようとした。

　そのとき、となりの席せきに座すわっていた飯いい田だ清せい吾ごが、穂ほ積づみたちに声こえをかけてきた。

「なあ、さっきから何なんの話はなしをしてるの？」

　清せい吾ごとはそれほど仲なかがいいわけではないが、穂ほ積づみが楽たのしそうに誰だれかと話はなしをしていると、いつもその輪わに加くわわろうとしてくる。

　穂ほ積づみは少すこし鬱うっ陶とうしく思おもいながらも、禁きん断だんの言こと葉ばのことを話はなした。

　すると、清せい吾ごは「へえ～」と声こえをあげた。




「俺おれ、そういう話はなしけっこう好すきだよ」




　清せい吾ごは、バッグの中なかからスマホを取とり出だした。

「今いまから試ためしてみようぜ」

「今いまから？　もうすぐ授じゅ業ぎょうはじまるよ」

「アシスタント機き能のうに聞きくだけなら、すぐに終おわるだろ」

　清せい吾ごはそう言いうと、口くち元もとにスマホを近ちかづけた。

「ねえ、アルファディオジーオンについて教おしえて──」
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　しばらくして。

　フシギたちは、塾じゅくが入はいっている雑ざっ居きょビルへやって来きた。

「ここの３階がいだよ！」

　雷らい太たは階かい段だんを駆かけ上あがりながら、後うしろに続つづくフシギたちにそう言いった。

　やがて雷らい太たたちは、３階がいに到とう着ちゃくした。

「穂ほ積づみちゃん、どこだ!?」

　雷らい太たはそばの教きょう室しつを覗のぞいた。

「ああっ！」




　教きょう室しつの床ゆかに、大おお勢ぜいの生せい徒とたちが倒たおれていた。




　他ほかの教きょう室しつにいる生せい徒とたちや講こう師しも、みな倒たおれている。

「みんな！」

　雷らい太たはあわてて生せい徒とたちに駆かけ寄よる。

「あ、あああ」

「うう、あ、あああ」

　みな、痛いたみを感かんじて苦くるしんでいる。

「フシギ、これって」

　ジミーがフシギのほうに顔かおを向むける。

「ああ、禁きん断だんの言こと葉ばの呪のろいだ」

　それを聞きき、雷らい太たは生せい徒とたちを見みた。

「筒つつ井い穂ほ積づみちゃん！　どこにいるんだ！」

　手て前まえの教きょう室しつでは誰だれも反はん応のうしない。

　雷らい太たはとなりの教きょう室しつへ行いき、穂ほ積づみの名なを呼よんだ。

　すると、奥おくのほうで倒たおれていた女おんなの子こが、痛いたみに耐たえながら手てをあげた。

　穂ほ積づみだ。

「君きみが穂ほ積づみちゃんかい!?」

　穂ほ積づみは苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべながら、わずかにうなずく。
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「フシギくん！」

　雷らい太たは、穂ほ積づみの呪のろいを回かい収しゅうしてもらおうとフシギのほうを見みた。

　だが、フシギは動うごかない。

「フシギくん、どうしたの??　早はやく呪のろいのマークを！」

「その子こに、呪のろいのマークはない」




「えっ」

「どういうことや、フシギ??」

　動どう揺ようするジミーたちをよそに、フシギは教きょう室しつを見みつめた。

「この中なかにヒミツと繫つながった者ものはいない。みな、繫つながって呪のろわれた人じん物ぶつと顔かおを合あわせて、この状じょう態たいになってしまったんだ」

　フシギは穂ほ積づみのほうを見みた。

「誰だれがここで禁きん断だんの言こと葉ばを試ためしたんだ!?」

　穂ほ積づみは声こえを絞しぼり出だしながら、その名な前まえを伝つたえた。




「い、飯いい田だ……清せい吾ごくん……」




「飯いい田だくん、どこだ！」

　雷らい太たが声こえを上あげる。

　だが、誰だれも手てをあげない。

「彼かれはどこにいる!?」

　フシギは穂ほ積づみに尋たずねた。

　だが、穂ほ積づみは苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべた。

「あ、あああ」

　全ぜん身しんに痛いたみが走はしり、これ以い上じょう声こえを出だすことができない。

「くうう、どうすればええんや！」

　ジミーがいら立だっていると、そばに倒たおれていた比ひ奈なが口くちを開ひらいた。




「トイレ、に、行いったよ……」




　それを聞きき、フシギは教きょう室しつを飛とび出だす。

　雷らい太たとジミーも後あとに続つづく。

　フシギたちは、そのまま廊ろう下かの端はしにあるトイレに駆かけ込こんだ。




　トイレの奥おくに、ひとりの少しょう年ねんが倒たおれている。




　清せい吾ごだ。

「清せい吾ごくんかい!?」

　雷らい太たの呼よびかけに、清せい吾ごは身体からだを押おさえながらもうなずく。

　フシギは赤あかい手て帳ちょうを広ひろげ、呪じゅ文もんを唱となえようと彼かれの前まえに立たった。

　だが、ピタリと動うごきが止とまった。

「どうしたんや、フシギ？」

「彼かれじゃない」

「えっ、彼かれが呪のろわれてるんだよね??」

　フシギは清せい吾ごを見みた。

「キミ以い外がいに、禁きん断だんの言こと葉ばを試ためしたのは誰だれだ？」

　その言こと葉ばを聞きき、清せい吾ごは痛いたみに苦くるしみながらも答こたえた。




「田た崎ざき……先せん生せいが、さっき、試ためしたって言いってた……」




　瞬しゅん間かん、フシギはトイレを出でると、大人おとなの姿すがたを探さがした。

　トイレのそばに自じ動どう販はん売ばい機きが置おかれている。

　その横よこで、男だん性せいの講こう師しが苦くるしそうにうずくまっていた。

「田た崎ざき先せん生せいだな！」

　男だん性せいはかすかにうなずく。

　フシギは、田た崎ざきの顔かおを見みないようにして呪のろわれるのを防ふせぎながら、赤あかい手て帳ちょうを開ひらくと、呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、田た崎ざき先せん生せいの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。
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「つまり、あの田た崎ざき先せん生せいが呪のろわれてたってことなんだね」

　夜よる。

　雷らい太たたちは、塾じゅくのそばにある公こう園えんにいた。

　穂ほ積づみから話はなしを聞きいていたのだ。

　清せい吾ごは教きょう室しつで穂ほ積づみから禁きん断だんの言こと葉ばを教おしえてもらい、実じっ際さいにそれを試ためしてみたのだという。

　しかし、穂ほ積づみたちと同おなじように、スマホのアシスタント機き能のうは、『すみません、よく分わかりません』としか答こたえなかったらしい。

　そして、清せい吾ごは授じゅ業ぎょうが始はじまる直ちょく前ぜん、トイレに行いった。

「その後あとすぐ、田た崎ざき先せん生せいが入はいって来きたの」

　田た崎ざき先せん生せいは清せい吾ごを待まっている間あいだ、穂ほ積づみたちから禁きん断だんの言こと葉ばを聞きき、面おも白しろがって自じ分ぶんのスマホで試ためしたのだという。

「それで、ヒミツちゃんと繫つながったってことだね？」

　雷らい太たが尋たずねると、穂ほ積づみはうなずいた。

　田た崎ざき先せん生せいは呪のろわれ、それを見みていた穂ほ積づみたち生せい徒とも痛いたみを感かんじることになった。

　田た崎ざき先せん生せいは痛いたみに苦くるしみながらも、穂ほ積づみたちのために、他ほかの先せん生せいに助たすけを求もとめようと違ちがう教きょう室しつに向むかったのだという。

　その結けっ果か、塾じゅく全ぜん体たいに呪のろいが広ひろがってしまったのだ。

「田た崎ざき先せん生せいは、トイレにいた清せい吾ごくんにも禁きん断だんの言こと葉ばのことを話はなして、助たすけを呼よんでもらおうとしたみたい」

「だから、あの男おとこの子こも呪のろわれてたんやな」

「たった１人ひとりでも呪のろわれれば、あれだけの人にん間げんが影えい響きょうを受うける」

　フシギの言こと葉ばに、雷らい太たとジミーはごくりと唾つばを吞のみ込こむ。

　みんなが助たすかったのは奇き跡せきに近ちかかった。




「禁きん断だんの言こと葉ばは、ヒミツと繫つながらない限かぎり呪のろわれることはない。だから、みんなただの噂うわさ話ばなしだと思おもって、次つぎから次つぎへと広ひろめていくんだ」




　呪のろいは、人ひとの噂うわさによって広ひろまる。

　たった１人ひとりがその噂うわさを誰だれかに話はなすことによって、何なん十じゅう人にん何なん百びゃく人にんと広ひろまっていき、やがてその中なかから本ほん当とうに呪のろわれてしまう者ものたちが出でて来くるのだ。

「だけど、キミはこの都と市し伝でん説せつをどうして知しっていたんだ？」

　フシギは穂ほ積づみに尋たずねた。

　穂ほ積づみは自じ分ぶんが噂うわさを広ひろめてしまった発ほっ端たんだったと知しり、戸と惑まどいながらも、誰だれから禁きん断だんの言こと葉ばを聞きいたかを話はなした。




「先せん週しゅう、山やまで迷まい子ごになったの。そのとき、助たすけてくれた女おんなの子こから教おしえてもらって──」




　それは、ハイキングの途と中ちゅうで道みちに迷まよった穂ほ積づみを助たすけた、近ちかくの村むらに住すむ女おんなの子このことである。

　彼かの女じょが、禁きん断だんの言こと葉ばを教おしえ、穂ほ積づみは興きょう味みを持もったのだ。

「日ひが暮くれて暗くらかったから、顔かおはよく見みえなかったけど、その子こ、黒くろいフードをかぶって、青あおい傘かさをさしてたわ」

「それって」

　雷らい太たとジミーは同どう時じにフシギのほうを見みる。

　フシギは穂ほ積づみを見みた。

「その子こがいたのは、どこの山やまだ」

「それは、ええっと」




　御お禍か身み山やま。




　穂ほ積づみはそう答こたえた。

「そこにヒミツが……」

　フシギは険けわしい表ひょう情じょうでつぶやく。

　一いっ方ぽう、ジミーはその名な前まえを聞きき、なぜか動どう揺ようしていた。

「まさか、そんな……」

　ジミーは戸と惑まどいながら、フシギを見みつめるのだった。

[image: ]

























「『禁きん断だんの言こと葉ば』が、みんなに広ひろまってくれればいいですねえ」

　とある山やま奥おくに、黒くろいフードをかぶった少しょう女じょが、青あおい傘かさを差さして立たっていた。

　ヒミツと青あおい傘かさである。

　青あおい傘かさは、ヒミツに話はなしかけていた。

「まあ、いずれあの呪のろいも、フシギさんが回かい収しゅうしてしまうでしょうねえ。クックック」

　青あおい傘かさの大おおきな目めが、楽たのしし気げに笑わらう。

　一いっ方ぽう、ヒミツは目めも鼻はなも口くちもない顔かおを、正しょう面めんに向むけていた。

「おや、ヒミツさん、ここがどこか気きづきましたか？」




　ヒミツの前まえには、湖みずうみが広ひろがっていた。




　ヒミツはなぜか、その湖みずうみの前まえでワナワナと身体からだを震ふるわせている。

　青あおい傘かさはそれに気きづき、うれしそうに目めを細ほそめた。

「顔かおも心こころも奪うばったというのに、ちゃんと分わかるんですねえ、ここがどこか。──しかし、それでこそ来きた甲斐かいがありましたよ。これで、計けい画かくを進すすめることができますからねえ」




　ウク　クク　クククク
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　鬱うっ蒼そうとした木き々ぎが生おい茂しげるなか、青あおい傘かさの笑わらい声ごえだけがいつまでも響ひびいていた。
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　朝あさ。

　フシギは雷らい太たとジミーとともに、御お禍か身み山やまの麓ふもとの町まちに来きていた。

「村むらだって？　そんなものこの辺あたりにはないねえ」

　スーツ姿すがたの男だん性せいが、フシギにそう言いう。

　フシギたちは、筒つつ井い穂ほ積づみから話はなしを聞きき、彼かの女じょがハイキングをした山やままでやって来きた。

　穂ほ積づみは、この山やまでハイキング中ちゅうに迷まい子ごになり、山やまの中なかにある村むらに住すんでいると言いっていたヒミツと出で会あったのだ。

「やっぱりみんな同おなじことを言いうね」

　道どう路ろを歩あるきながら、雷らい太たはため息いきを漏もらす。

　先さきほどから町まちの人ひとたちに村むらのことを尋たずねていたが、誰だれもそのような村むらの存そん在ざいは知しらなかった。

「ヒミツちゃんは、穂ほ積づみちゃんを油ゆ断だんさせるために噓うそを言いったのかもしれないね」

　山やまにはもういないかもしれない。

　しかし、ジミーは町まちへ来きてからずっと、なぜか神しん妙みょうな顔かおになっていた。

「どうしたの、ジミーくん。人じん面めん犬けんってバレないように黙だまっているのはいいけど、そんな顔かおをしてたら普ふ通つうの犬いぬじゃないってバレると思おもうよ」

　雷らい太たは冗じょう談だんで言いったが、ジミーはさらに神しん妙みょうな顔かお付つきになった。

「もしかして怒おこったの？」

「そうやない」

　ジミーは、フシギのほうに顔かおを向むけた。

「フシギ、お前まえは御お禍か身み山やまって聞きいて、何なにも思おもい出ださへんのか？」

「思おもい出だす……？」

　フシギは、山やまを見み上あげるように見みつめた。

「御お禍か身み山やま……」

　瞬しゅん間かん、フシギは急きゅうに頭あたまに痛いたみを感かんじた。




「うっ」




　思おもわず、頭あたまを押おさえる。

「フシギくん!?」

　雷らい太たは心しん配ぱいするが、フシギは頭あたまを押おさえながらジミーのほうを見みた。




「昔むかし、どこかで……、聞きいたことがある……」




　フシギの言こと葉ばに、ジミーは「そうやと思おもう」と静しずかに答こたえた。

「週しゅう刊かん誌しのカメラマンやったとき、後こう輩はいの斎さい藤とうってやつが『顔かおのない子こ供ども』について取しゅ材ざいしたんや」

「顔かおのない子こ供どもって、ヒミツちゃんのことだよね？」

「ああ、その取しゅ材ざいの場ば所しょっていうんが、御お禍か身み山やまの中なかにあった村むらなんや。名な前まえは、仟埜せんの村むら」

　ジミーは、そばの砂すなの地じ面めんに、前まえ脚あしで『仟埜せんの』と書かいた。

「仟埜せんの村むら……」

　フシギは再ふたたび山やまを眺ながめる。

「ジミーくん、どういうこと？　それが穂ほ積づみちゃんの言いってた村むらってこと??」

「多た分ぶんそうやと思おもう。やけど、町まちのみんなが知しらんのも仕し方かたあらへん。今いまはもう存そん在ざいしてないからな。──何なん十じゅう年ねんも前まえに廃はい村そんになったんや。一いち夜やで村むら人びとが全ぜん員いん消きえてもうてな」

　ジミーは、記き事じの内ない容ようを雷らい太たに話はなした。





　×　　×　　×

　昭しょう和わ初しょ期き。

　ある山やま間あいの村むらで、住じゅう人にんたちは長なが雨あめを止とめるために、不ふ思し議ぎな能のう力りょくを持もつという双ふた子ごの兄きょう妹だいを人ひと身み御ご供くうとして捧ささげた。

　だが、厄やく災さいを招まねいてしまったようで、人ひと身み御ご供くうの儀ぎ式しきの直ちょく後ご、全ぜん住じゅう人にんがこつ然ぜんと姿すがたを消けしてしまった。

　唯ゆい一いつ、子こ供どもがひとりだけ助たすかったらしい。

　それが、双ふた子ごの兄きょう妹だいのひとりだったという。

　×　　×　　×






「その助たすかったって子こ供どもが、フシギくんってこと？」

「フシギかヒミツかは俺おれにも分わからへん。やけど、フシギたちは多た分ぶんその村むらに住すんでたんや」

「仟埜せんの村むらだから千せん野のフシギ……。だけどフシギくんは、そのときの記き憶おくがないんだよね？」

　雷らい太たの言こと葉ばに、フシギはかすかにうなずき、口くちを開ひらいた。

「とにかく、その村むらへ行いこう」

「村むらへ？　とっくの昔むかしに廃はい村そんになってるんやで」

「それでも行いくべきだ。ヒミツが、青あおい傘かさが、山やまに現あらわれたということは、そこに何なにかがある」

　フシギは山やまのほうへと歩あるき始はじめる。

「あっ、おい」

「ジミーくん、僕ぼくたちも行いこう！」

「お、おう」

　ジミーたちは戸と惑まどいながらも、フシギの後あとを追おった。
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　鬱うっ蒼そうと木き々ぎが生おい茂しげる森もりの中なか。

　フシギたちは、１時じ間かん近ちかく歩あるき続つづけていた。

「ほんとにたどり着つけるのかな？」

　雷らい太たは歩あるきながら不ふ安あんになる。

　ジミーはもちろん、フシギも村むらの正せい確かくな場ば所しょを知しらなかったのだ。

　ハイキングコースになっている山やま道みちから、すでにかなり外はずれている。

　道みちらしい道みちもまったくなくなっていた。

「まあ、昔むかしは人ひとが住すんでた場ば所しょや。その内うち見みつけられるやろ」

　ジミーは軽かろやかな口く調ちょうで言いう。

　そんなジミーを、雷らい太たはジトッと見みつめた。

「ジミーくん、君きみはどうして歩あるかないんだい」

　ジミーは先さきほどから、雷らい太たの肩かたに乗のって移い動どうしていたのだ。

「いやほらっ、俺おれは脚あしが短みじかいやろ。みんなのペースを乱みだしたくないって思おもって」

「いつもは普ふ通つうに一いっ緒しょに歩あるいてるじゃないか。単たんに楽らくをしたいだけだろ」

「な、何なに言いうてんねん。俺おれは脚あしは短みじかいけど、めちゃくちゃ体たい力りょくには自じ信しんがあるんやで」

　そう言いいながらも、ジミーは決けっして雷らい太たの肩かたから降おりようとはしなかった。

　そのとき、先せん頭とうを歩あるいていたフシギが立たち止どまった。

　フシギは木き々ぎの向むこうを見みている。

　雷らい太たとジミーはそれに気きづき、同おなじ場ば所しょを眺ながめた。

「ああ！」




　森もりの向むこうに開ひらけた場ば所しょがあり、そこにいくつか家いえが見みえていた。




「村むらや！」

　ジミーは、雷らい太たの肩かたから飛とび降おりると、フシギの横よこに立たった。

「あれが仟埜せんの村むらか？」

「それは、分わからない」

　フシギはそう言いいながらも、急いそぐように村むらへと歩あるき出だす。

「フシギ！」

　ジミーもあわてて追おう。

「２人ふたりとも油ゆ断だんしちゃだめだよ！」

　まだ、ヒミツがいるかもしれない。

　ヒミツがいるということは、青あおい傘かさもいるということだ。

　雷らい太たはお札ふだを取とり出だすと、２人ふたりに続つづいて村むらへと入はいった。




「ここが、フシギくんのいた村むら……」

　村むらには小ちいさな家いえが点てん々てんと建たっていた。

　どれも長ながく放ほう置ちされていたせいで、朽くち果はて、草くさ木きが生おい茂しげっている。

　砂じゃ利り道みちもあるが、草くさが生はえ、あちこちにできた窪くぼみには雨あま水みずが溜たまり、原げん形けいはほとんどとどめていなかった。

　フシギは村むらの中なかを歩あるいて行いく。

　雷らい太たも、窪くぼみに足あしを取とられないように気きを付つけながら、歩あるいて行いった。

　一いっ方ぽう、ジミーはそばを歩あるくフシギをチラリと見みた。

「フシギ、何なにも思おもい出ださんのか？」

　フシギは神しん妙みょうな表ひょう情じょうでうなずくと、辺あたりを見みながら村むらを歩あるき続つづけた。




　しばらくして。

　フシギたちは、村むらの端はしまでやって来きた。

　その先さきは森もりになっていて、どうやらもう建たて物ものはないようだ。

「ヒミツはおらんかったな」

「もう去さった後あとかもしれない」

　この山やまに来きていたということは、この村むらにも寄よったはずだ。

　だが、なぜこの村むらに来きたのか、その理り由ゆうが分わからなかった。

　そのとき、いちばん後うしろを歩あるいていた雷らい太たが２人ふたりに声こえをかけた。

「ねえ、あれを見みて！」

　雷らい太たは、朽くち果はてた建たて物ものと建たて物ものの間あいだを指ゆびさしている。

　目めを凝こらすと、そこには坂さか道みちがあった。

　坂さか道みちは山やまの斜しゃ面めんに沿そって、森もりの奥おくまで続つづいているようだ。

「あっちにもまだ何なにかあるってことか」

　ジミーの言こと葉ばに、フシギは小ちいさくうなずく。

　２人ふたりと１匹ぴきは、坂さか道みちを上のぼってみることにした。




「この先さきに、本ほん当とうにまだ何なにかあるんか？」

　坂さか道みちは、山やまの上うえへ上うえへと続つづいていた。

　木き々ぎは一いっ層そう生おい茂しげり、太たい陽ようの光ひかりも当あたらない。

　フシギたちは、そんな薄うす暗ぐらい森もりの中なかを上のぼり続つづけていた。

　やがて、前ぜん方ぽうから光ひかりが差さした。

　長ながい間あいだ、薄うす暗ぐらい森もりの中なかを歩あるいていたフシギたちは、目めを細ほそめる。

「あれって……」

　雷らい太たは、目めを細ほそめながらも光ひかりの先さきを見みて、言こと葉ばを漏もらした。

　森もりの先さきに、１軒けんの建たて物ものが見みえる。

　西せい洋よう風ふうの家いえだ。




「あれは。──ううっ」




　フシギは頭あたまに痛いたみを覚おぼえた。

　同どう時じに、ハッとする。

　次つぎの瞬しゅん間かん、フシギは家いえへ向むかって駆かけ出だした。

「フシギ！」

　ジミーと雷らい太たはフシギを追おって、森もりを抜ぬけた。

　フシギは、西せい洋よう風ふうの家いえの前まえで立たち止どまると、じっと建たて物ものを見みつめた。

「知しってる……」

「なんやて？」

　フシギは一いっ歩ぽ、家いえに近ちかづく。

「ここは、僕ぼくとヒミツが生うまれ育そだった場ば所しょだ」

　それを聞きき、ジミーと雷らい太たも家いえをまじまじと見みた。




「ヒミツ！」




　フシギはボロボロになった家いえの門もんをくぐると、家いえの中なかへと駆かけ込こむ。

「フシギくん、落おち着ついて！」

「雷らい太た、フシギはヒミツのことになると冷れい静せいさを失うしなうんや。やから、俺おれたちが守まもらなあかん！」

　フシギのことをいちばん知しっているのは、ジミーだ。

　そして、今いままでフシギを守まもってきたのも彼かれだった。

「分わかった。一いっ緒しょにフシギくんを守まもろう！」

　雷らい太たはジミーとともに、家いえへと入はいった。




　フシギの家いえは、他ほかの家いえと同どう様よう、あちこちが朽くち果はてていた。

　部へ屋やがいくつもあり、かなり広ひろい家いえだ。

　雷らい太たとジミーは、フシギを捜さがしながら、部へ屋やを見みて行いった。

　家か具ぐなどはなく、壁かべにも何なにもかかっていない。

　まるで空あき家やのような状じょう態たいになっている。

　床ゆかはあちこち壊こわれ、壁かべも穴あなが空あいている。

　窓まどの外そとには、庭にわが広ひろがっているが、草くさが伸のび放ほう題だいになっていて、小ちいさな森もりのように見みえる。

「ヒミツは……、おらへんようやな」

　ジミーは周まわりを見みながら、雷らい太たにそう言いった。

「フシギくんは？」

　２人ふたりは奥おくの部へ屋やへと進すすむ。

　そこは、リビングになっていた。

　リビングも、他ほかの部へ屋やと同おなじように何なにもない。

　そんなリビングの端はしに、フシギがひとり立たっていた。

「フシギ、そこにおったんか」

　ジミーと雷らい太たは、フシギに何なに事ごともなくホッとすると、そばに歩あゆみ寄よった。

　しかし、フシギはなぜか壁かべのほうをじっと見みていた。

「どうしたの、フシギくん？」

　雷らい太たたちはフシギの視し線せんの先さきを見みた。

　すると、壁かべにある物ものが刻きざまれていた。
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「呪のろいのマーク……」

「ヒミツは、この家いえに来きていたんだ」

　フシギは呪のろいのマークに触ふれる。

　マークは、ただ壁かべに刻きざまれているだけのようだ。

「ヒミツは何なにしにここに来きたんや？」

「分わからない」

「彼かの女じょは今いまどこにいるの？」

「分わからない」

　フシギは、部へ屋やの中なかを見みつめた。

「青あおい傘かさは、目もく的てきがあってここに来きたはずだ。だけどこの家いえに一いっ体たい何なにが……」

　壁かべに刻きざまれた呪のろいのマークは、どのような意い味みがあるのだろうか？

　フシギは眉み間けんに皺しわを寄よせながら、奥おく歯ばを噛かみしめた。




　カン　カン




　突とつ然ぜん、どこからか音おとが聞きこえた。

「何なんや？」

「廊ろう下かのほうから聞きこえたよね……？」

「何なにかが落おちたんか？」

　ジミーはそう言いいながら廊ろう下かを見みる。

　瞬しゅん間かん、ハッとした。




　何なにかの気け配はいがする。




「廊ろう下かに何なにかがおる！」

「えっ!?」

　雷らい太たも意い識しきを集しゅう中ちゅうして廊ろう下かのほうをにらんだ。

「ほんとだ……」

　雷らい太たはお札ふだを構かまえる。

　ジミーも身み構がまえる。

　フシギは、赤あかい手て帳ちょうを取とり出だすと、２人ふたりを見みた。

「キミたちはここにいるんだ」

　手て帳ちょうを開ひらき、廊ろう下かへと近ちかづく。

　雷らい太たとジミーはそんなフシギを目めで追おった。

　そのとき──、




　カン！




　大おおきな音おとが響ひびいた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、フシギの手てに黒くろい光ひかりが刺ささった。

「がっ」

　赤あかい手て帳ちょうが床ゆかに落おちる。

「フシギ！」

　ジミーと雷らい太たはあわててフシギのそばへ駆かけ寄よるが、フシギは動うごけないようだ。

「どうなってるんや??」

「攻こう撃げきされたんだ！」

「なんやて！」

　フシギは黒くろい光ひかりを外はずそうとする。

　そのとき、そばの壁かべのほうから声こえが聞きこえた。




　ヒヒヒヒ




　雷らい太たとジミーは、ハッとしてその壁かべを見みた。

　すると壁かべに、不ぶ気き味みな女おんなが張はり付ついていた。

　白しろい着き物ものを着きて、真まっ白しろな顔かおをしている。

　唇くちびるは血ちのように赤あかい。

　バサバサの髪かみに、鉄てつのような輪わっかを載のせている。

　その鉄てつの輪わには、燃もえたロウソクが３本ぼん立たっていて、ゆらゆらと炎ほのおが燃もえていた。




　ヒヒヒヒ
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　女おんなは、不ぶ気き味みに笑わらいながら持もっていた木き槌づちを見みせた。

「あれは！」

　ジミーが声こえを上あげた瞬しゅん間かん、女おんなは、壁かべを素す早ばやく動うごいた。

　そして、フシギの後うしろに降おり立たつと、にやりと笑わらった。

　歯はは、黒くろく染そまっている。

　女おんなはそんな歯はを見みせながら、フシギを担かつぎ上あげた。

「ぐっ」

　フシギは動うごくことができず、捕つかまってしまう。

「フシギ！」

　ジミーたちはフシギを助たすけようとするが、女おんなはそのまま外そとへ飛とび出だしてしまった。

「待まて!!」

　雷らい太たは追おおうとするが、女おんなはあっという間まに森もりの中なかに消きえてしまった。

「何なんなんだ、あの女おんなは!?」

　雷らい太たが焦あせっていると、ジミーが口くちを開ひらいた。




「あいつは、『カンカン様さま』や！」




　カンカン様さまは、人ひとを呪のろう女おんなの霊れいなのだという。

「木き槌づちを打うって、相あい手てを黒くろい光ひかりで刺さして動うごけなくした後あと、殺ころすって言いわれとる！」

「そんな！　それじゃあフシギくんは!?」

「近ちかくにおるはずや。カンカン様さまは捕とらえた相あい手てを近ちかくの木きに打うち付つけるんや！」

「早はやく助たすけなきゃ！」

「ああ、分わかっとる」

　雷らい太たは落おちていた手て帳ちょうを拾ひろうと、ジミーとともに家いえを飛とび出だした。
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　ヒヒヒヒ　ヒヒヒヒ




　森もりの中なか。

　カンカン様さまは、不ぶ気き味みな笑わらい声ごえを上あげながら小こ躍おどりしていた。

　目めの前まえに、大たい木ぼくがある。

　その大たい木ぼくに、フシギは磔はりつけになっていた。

　広ひろげられた手てには、黒くろい光ひかりが刺ささっている。

　その光ひかりは足あしにも刺ささっていて、フシギは身み動うごきが取とれなかった。

「くっ」

　フシギはカンカン様さまをにらむ。

　カンカン様さまは、にやりと笑わらうと、木き槌づちを振ふった。




　カン　カン




　瞬しゅん間かん、フシギの手てに新あたらしい黒くろい光ひかりが２本ほん刺ささる。

「ああっ！」

　苦くるしむフシギを見みて、カンカン様さまはさらに木き槌づちを振ふった。




　カンカン　カンカンカンカンカン……




　フシギの身体からだに、いくつもの黒くろい光ひかりが刺ささった。

「があっ、あああ」

　痛いたみが走はしる。

　フシギはもがき苦くるしむ。

　それを見みて、カンカン様さまはうれしそうに小こ躍おどりする。

　カンカン様さまは、黒くろい歯はを見みせて不ぶ気き味みに笑わらうと、木き槌づちを大おおきく振ふり上あげた。




「させるか！」




　白しろい影かげがカンカン様さまに体たい当あたりした。

　雷らい太ただ。

　一いっ方ぽう、フシギのもとへ黄き色いろい物ぶっ体たいが駆かけ寄よった。

　ジミーだ。

「フシギ、無ぶ事じか！」

　ジミーは木きによじ登のぼると、フシギのそばへ行いく。

　そして、フシギの身体からだに刺ささっている黒くろい光ひかりを咥くわえると、全ぜん身しんに力ちからを入いれた。

「ぬううう！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、ジミーは黒くろい光ひかりを引ひき抜ぬいた。




　ギイイイイ




　それを見みて、カンカン様さまが怒おこったような顔かおになると、フシギとジミーに向むかって木き槌づちを振ふり上あげた。

　そんなカンカン様さまに、雷らい太たはお札ふだを向むけた。

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！」

　そう言いって、カンカン様さまにお札ふだを貼はった。




　ギイ　イイイ




　カンカン様さまは一いっ瞬しゅん動うごけなくなる。

「フシギくん！」

　雷らい太たはフシギのほうに、持もっていた赤あかい手て帳ちょうを投なげようとした。

　だがそのとき、カンカン様さまが笑わらった。




　ヒヒヒヒ




　刹せつ那な、カンカン様さまに貼はったお札ふだが、黒くろい炎ほのおに包つつまれて消しょう滅めつする。

「そんな！」




　カンカン様さまは、雷らい太たを見みながら、木き槌づちを振ふった。




　カン　カン




　手て帳ちょうを持もった雷らい太たの手てに黒くろい光ひかりが刺ささる。

「あああっ！」

　雷らい太たは痛いたみのあまり、思おもわず手て帳ちょうを落おとしてしまった。

「雷らい太た！」

「雷らい太たくん!!」

「ぼ、僕ぼくは、フシギくんの力ちからに……」

　雷らい太たは、もう一いっ方ぽうの手てを手て帳ちょうのほうへ伸のばした。

　だが、カンカン様さまはさらに木き槌づちを振ふった。




　カン　カン




　もう一いっ方ぽうの手てにも、黒くろい光ひかりが刺ささる。

「うあああ！」

　雷らい太たは、その場ばから動うごけなくなってしまった。

　カンカン様さまはにやりと笑わらうと、フシギたちのほうを見みた。

　そして、木き槌づちを大おおきく振ふり上あげた。

　フシギたちはもはや、どうすることもできなかった。




「苦く戦せんしているみたいだね」




　鬱うっ蒼そうと生おい茂しげる木き々ぎの中なかから、ふと、青あおい影かげが現あらわれた。

　少しょう年ねんだ。

　カンカン様さまを見みても平へい然ぜんとした様よう子すで、少しょう年ねんは赤あかい手て帳ちょうのそばまでやって来くる。




「これを落おとしちゃだめだよ」

[image: ]




　少しょう年ねんは手て帳ちょうを拾ひろった。

「お前まえは……」

　少しょう年ねんは、青あおいフードをかぶっている。

　揺ゆれたフードの奥おくには、きれいな目めが見みえた。

　左ひだり目めの下したにほくろがある。

　フシギは、彼かれが何なに者ものなのかすぐに分わかった。

「兄にいさん……」

　千せん野のマボロシ。

　フシギとヒミツの、兄あにだ。




　ギイイイィィ




　カンカン様さまはマボロシのほうを見みて、木き槌づちを振ふろうとした。

　だが、マボロシはまったく表ひょう情じょうを変かえず、そんなカンカン様さまを見みる。

「キミは、少すこし騒さわがしいね」

　マボロシはそう言いうと、周まわりに聞きこえないように何なにかをつぶやく。

　そして、手てで印いんを切きると、カンカン様さまにその手てを向むけた。




　瞬しゅん間かん、カンカン様さまがなぜか動うごけなくなった。




「今いまだよ、フシギ」

　マボロシは、赤あかい手て帳ちょうをフシギのほうへ投なげた。

　ジミーのおかげで動うごけるようになったフシギは、手て帳ちょうをキャッチする。

　手て帳ちょうを開ひらき、カンカン様さまに向むけると、呪じゅ文もんを唱となえた。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ
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　次つぎの瞬しゅん間かん、カンカン様さまの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　カンカン様さまの姿すがたが消きえる。

　雷らい太たの手てに刺ささっていた黒くろい光ひかりも消しょう滅めつした。

「キミ、大だい丈じょう夫ぶかい？」

　マボロシは、雷らい太たに優やさしい笑えみを見みせた。

「は、はい……」

　雷らい太たはまだ痛いたみを感かんじたが、今いまはそれどころではない。




「兄にいさん、どうしてあなたがここにいるんだ」




　フシギは、マボロシの前まえに立たった。

　そんなフシギに、マボロシは笑えみを見みせた。

「フシギ、キミに用よう事じがあるんだ。それでずっと捜さがしていたんだよ」

　マボロシはふと、目めの前まえを見みた。

「カンカン様さまを家いえに残のこしていたのは、おそらくフシギを捕つかまえて、この場ば所しょにある大たい木ぼくに磔はりつけにすると思おもったからなんだろうね」

「どういうことだ？」

　フシギは首くびをかしげるが、マボロシはそれ以い上じょう何なにも答こたえなかった。

「それよりフシギ、キミはここを覚おぼえてないかい？」

　マボロシは、目めの前まえを指ゆびさす。

　フシギは戸と惑まどいながらも、その指ゆびの先さきに視し線せんを移うつした。




　そこには、湖みずうみが広ひろがっていた。




　それを見みた瞬しゅん間かん、フシギは頭あたまに痛いたみを覚おぼえた。

「ううっ！」

「フシギ！」

「フシギくん！」

　フシギの脳のう裏りに、ある風ふう景けいが浮うかび上あがる。




　　　　[image: ]




　夜よ空ぞらに満まん月げつが浮うかんでいる。

　フシギは、湖みずうみのほとりに立たっていた。

　やがてフシギは、その湖みずうみの中なかに入はいって行いった。

　歩あるきながら、何なにかをつぶやいている。

「ヒミツ……」




　フシギはそうつぶやきながら、湖みずうみに沈しずんで行いった。




　　　　[image: ]




「この記き憶おくは……」

　フシギが戸と惑まどっていると、マボロシは小ちいさくうなずく。

「そう、この湖みずうみだよ」

　マボロシはにっこりと笑わらった。

　一いっ方ぽう、雷らい太たはフシギのそばに歩あゆみ寄よった。

「フシギくん、怪け我がはしてないかい？」

　フシギはカンカン様さまのせいでやつれていたのだ。

「死しななくてよかった……」

　マボロシが現あらわれたおかげで、フシギは助たすかった。

　雷らい太たは、フシギが無ぶ事じだったことにホッとする。

　だが、マボロシは「おやおや」と雷らい太たに言いった。

「今いま、死しななくてよかったって言いったのかい？」

「は、はい……」




「ふふふ、フシギが死しぬわけないだろう」




　と、マボロシはわずかに笑わらうと、湖みずうみのそばまで歩あるいた。

　そこには、大おおきな石いしがあった。

「なんや、それは……？」

　いちばん近ちかくにいたジミーが、その石いしがただの石いしではないことに気きづいた。

　そばに近ちかづき、目めを凝こらす。

　それは、ボロボロの石せき碑ひだ。

　石せき碑ひには、文も字じが刻きざまれている。




『千せん野の不ふ思し議ぎ之の墓はか』




「まさか、そんな……」

　ジミーは戸と惑まどいながら、フシギを見みる。

　フシギはただじっと石せき碑ひを見みつめていた。

「今いまから僕ぼくが話はなしてあげるよ。フシギ、キミのことを、そしてヒミツのこともね」

　マボロシがかぶっている、青あおいフードがわずかに揺ゆれる。

　口くち元もとに笑えみを浮うかべる。

　だがそれは、なぜか薄うすら笑わらいだった。

　マボロシは、その場ばを支し配はいするかのように、ゆっくりと話はなし始はじめた。
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